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第 ３ 回   熊本県議会  決算特別委員会会議記録 

 

平成28年10月７日(金曜日) 

            午前10時１分開議 

                     午前11時18分休憩 

            午後０時59分開議 

            午後２時４分休憩 

            午後２時11分開議 

            午後３時18分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第32号 平成27年度熊本県一般会計歳

入歳出決算の認定について 

 議案第34号 平成27年度熊本県母子父子寡

婦福祉資金特別会計歳入歳出決算の認

定について 

―――――――――――――― 

出席委員(11人) 

     委 員 長 池 田 和 貴 

        副委員長 山 口   裕 

        委  員 西 岡 勝 成 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 松 田 三 郎 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 岩 田 智 子 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員(１人) 

        委  員 橋 口 海 平 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

      企画振興部長 島 崎 征 夫 

       政策審議監 山 本 國 雄 

    地域・文化振興局長  斉 藤 浩 幸 

交通政策・情報局長 福 島 誠 治 

  首席審議員兼企画課長 吉 田   誠 

      地域振興課長 小 牧 裕 明 

       文化企画・ 

    世界遺産推進課長 手 島 伸 介 

川辺川ダム総合対策課長 吉 野 昇 治 

      交通政策課長 藤 井 一 恵 

         政策監 内 田 清 之 

      情報企画課長 松 永 正 伸 

       情報企画監 島 田 政 次 

           統計調査課長  坂 本 富 明 

健康福祉部 

部 長 古 閑 陽 一 

       政策審議監 渡 辺 克 淑 

         医 監 迫 田 芳 生 

      長寿社会局長 本 田 充 郎 

 子ども・障がい福祉局長 松 永   寿 

        健康局長 立 川   優 

    健康福祉政策課長 野 尾 晴一朗 

    健康危機管理課長 岡 﨑 光 治 

     高齢者支援課長 谷 口   誠 

      認知症対策・ 

    地域ケア推進課長 松 尾 俊 司 

      社会福祉課長 吉 田 雄 治 

     子ども未来課長 奥 山 晃 正 

   子ども家庭福祉課長 冨 永 章 子 

    障がい者支援課長 井 上 康 男 

      医療政策課長 松 岡 正 之 

  国保・高齢者医療課長 髙 水 真守生 

   健康づくり推進課長 坂 本 弘 一 

   薬務衛生課課長補佐 稲 生 一 成 

――――――――――――――― 

出納局職員出席者 

    会計管理者兼出納局長 出 田 貴 康 

          会計課長 瀬 戸 浩 一 

――――――――――――――― 

監査委員事務局職員出席者 

         局 長 高 山 寿一郎 

   首席審議員兼監査監 佐 藤 美智子 

――――――――――――――― 
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事務局職員出席者 

       議事課主幹 甲 斐   博 

     議事課課長補佐 下 﨑 浩 一 

       議事課主幹 門 垣 文 輝 

     ――――――――――――――― 

  午前10時１分開議 

○池田和貴委員長 それでは、ただいまから

第３回決算特別委員会を開会いたします。 

 本日は、午前に企画振興部の審査を行い、

午後から健康福祉部の審査を行うこととして

おります。 

 それでは、これより企画振興部の審査を行

います。 

 まずは、執行部の説明を求めた後に、一括

して質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るため、着座のままで簡潔にお願いいたしま

す。 

 それでは、企画振興部長から決算概要等の

総括説明を行い、続いて、担当課長から順次

資料の説明をお願いいたします。 

 初めに、島崎企画振興部長。 

 

○島崎企画振興部長 では、着座にて失礼い

たしますが、説明させていただきます。 

 まず、昨年度の決算特別委員長報告におけ

る施策推進上改善または検討を要する事項等

につきまして、企画振興部はございません。 

 続きまして、企画振興部の平成27年度決算

の概要について御説明申し上げます。 

 お手元の決算特別委員会説明資料１ページ

の平成27年度歳入歳出決算総括表により御説

明いたします。 

 歳入につきましては、予算額53億円余に対

しまして、収入済み額は46億2,000万円余

で、不納欠損及び収入未済はございません。 

 また、予算現額と収入済み額との比較マイ

ナス６億8,000万円余は、主に国の経済対策

に係る事業費で、県への交付決定が平成28年

３月に行われたため、事業費を翌年度に繰り

越しをしていることに伴うものでございま

す。 

 また、歳出につきましては、予算額100億

円余に対しまして、支出済み額は88億2,000

万円余となっております。 

 翌年度への繰越額は６億2,000万円余で、

歳入と同様に、主に国の経済対策に係る事業

費でございます。 

 また、不用額は５億5,000万円余で、主な

内容は、補助事業等の事業計画変更に伴う執

行残や所要見込み額の減に伴う執行残及び入

札に伴う執行残でございます。 

 詳細につきましては、各課長が説明いたし

ますので、よろしく御審議いただきますよう

お願い申し上げます。 

 

○池田和貴委員長 引き続き、各課長から説

明をお願いいたします。 

 

○吉田企画課長 企画課でございます。 

 定期監査の結果につきまして、企画振興部

では指摘事項はございません。 

 続きまして、企画課の決算状況につきまし

ては、お手元の決算特別委員会説明資料の２

ページのほうをごらんください。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 歳入については、不納欠損額、収入未済額

ともにございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、使用料及び手数料でございますが、

銀座熊本館内に入居する一般社団法人熊本県

物産振興協会からの使用料収入でございま

す。 

 次に、国庫支出金でございますが、地域住

民生活等緊急支援のための交付金につきまし

ては、幸せ実感まち・ひと・しごとづくり推

進事業及び地域消費喚起・生活支援事業に係

る交付金でございます。 

 なお、予算現額と収入済み額との比較

7,400万円余は、実績額が交付決定額を下回
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ったことに伴うものでございます。 

 地方創生加速化交付金につきましては、交

付決定が年度末に行われたため、翌年度に繰

り越したものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 財産収入の家屋貸付料でございますが、東

京事務所職員の借り上げ宿舎に係る職員負担

分でございます。 

 寄附金につきましては、世界チャレンジ支

援寄附金として個人や民間企業等から寄附を

いただいたものでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 繰入金でございますが、世界チャレンジ支

援基金を活用する事業の財源に充てるため、

世界チャレンジ支援基金から一般会計への繰

り入れをしたものでございます。 

 なお、予算現額と収入済み額との比較400

万円余は、基金活用事業の所要見込み額の減

に伴うものでございます。 

 次に、諸収入の官民協働海外留学支援事業

補助金につきましては、「熊本版」官民協働

海外留学支援事業に対する日本学生支援機構

からの交付金でございます。 

 次に、歳出についてでございます。 

 資料の５ページをお願いいたします。 

 予算現額28億8,000万円余に対し、支出済

み額27億3,000万円余となっております。 

 なお、翌年度繰越額は4,900万円余、不用

額は１億100万円余でございます。 

 一般管理費につきましては、時間外勤務手

当の特別配分分でございます。不用額はござ

いません。 

 次に、諸費につきましては、東京事務所職

員給与及び管理運営費でございます。 

 なお、不用額900万円余は、人件費の執行

残及び管理運営費の経費節減に伴う執行残と

なっております。 

 次に、企画総務費につきましては、企画課

の職員給与でございます。なお、不用額は執

行残でございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 計画調査費でございますが、これは備考欄

にあります政策推進事業、広域開発行政促進

事業、一番下の平成26年度の国の経済対策事

業の地域消費喚起・生活支援事業等に係る経

費でございます。 

 不用額の9,200万円余の主なものにつきま

しては、備考欄、不用を生じた理由をごらん

ください。 

 政策推進事業においては、必要な調査研究

事業が見込みよりも少なかったことに伴う執

行残、幸せ実感くまもと４カ年戦略推進事業

に係るアンケート調査委託料の入札残、世界

チャレンジ支援寄附金が見込みより少なかっ

たことによる積立金の減、また、まち・ひ

と・しごとづくり推進事業の経費節減に伴う

執行残、地域消費喚起・生活支援事業の所要

見込み額の減に伴う執行残でございます。 

 翌年度繰越額の4,900万円余につきまして

は、別冊の附属資料で説明させていただきま

す。 

 恐れ入りますが、附属資料のほうの１ペー

ジをごらんいただければと思います。 

 一番上の段のＴＰＰ対策意向調査等事業に

つきましては、本年２月４日に行われたＴＰ

Ｐ協定署名後に明らかとなる情報等も踏まえ

た対応を行う必要があることから、300万円

余を繰り越したものでございます。 

 ２段目の新ビジネス創出支援システム構築

事業及び３段目の地域経済分析システム普及

促進事業につきましては、国の経済対策に係

る事業費でございまして、県の交付決定が本

年３月末に行われたため、全額繰り越したも

のでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○小牧地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 説明資料の７ページをお開きください。 
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 まず、歳入でございますが、不納欠損額、

収入未済額はございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、手数料でございますが、不動産の鑑

定評価に関する法律に基づく不動産鑑定業者

登録手数料でございます。 

 次に、国庫支出金でございます。 

 都市公園災害復旧費負担金につきまして

は、万日山緑地公園の災害復旧費でございま

す。 

 こちらにつきましては、全額繰り越しを行

っておりますが、後ほど附属資料で御説明さ

せていただきます。 

 地域住民生活等緊急支援のための交付金、

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付

金、地方創生活性化交付金につきましては、

いずれも国の経済対策に係る交付金でござい

ます。 

 このうち、地方創生加速化交付金につきま

しては、国からの交付決定が平成28年３月末

に行われたため、全額繰り越しを行っており

ます。 

 次に、８ページの特定地域振興対策事業費

補助につきましては、「環境首都」水俣・芦

北地域創造事業等に係る環境省の水俣病総合

対策費補助金等でございます。 

 次に、財産収入でございますが、県が保有

するフィッシャリーナ天草株式会社の株式を

熊本ヤマハ株式会社に売却した収入でござい

ます。 

 次に、繰越金でございますが、「環境首

都」水俣・芦北地域創造事業に係る平成26年

度からの繰越事業でございます。 

 次に、諸収入でございますが、貸付金元利

収入３億9,000万円余は、平成12年度から24

年度に貸し付けた地域総合整備資金貸付金、

通常、ふるさと融資と申し上げますが、それ

の回収金でございます。 

 ９ページの雑入は、自治総合センター事務

費交付金及び山村振興全国連絡協議会ブロッ

ク会議助成金でございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 資料の10ページをお願いいたします。 

 企画総務費につきましては、地域振興課職

員22名の職員給与費で、不用額は執行残でご

ざいます。 

 次に、計画調査費でございますが、地方創

生チャレンジ推進事業、「環境首都」水俣・

芦北地域創造事業等に係る経費でございま

す。 

 不用額１億900万円余につきましては、補

助金等の所要見込み額の減等によるもののほ

か、経費節減に伴う執行残でございます。内

訳は、備考欄のとおりでございます。 

 次に、11ページの企画施設災害復旧費につ

きましては、万日山緑地公園の災害復旧費で

ございます。こちらにつきましては、全額繰

り越しておりますが、後ほど附属資料で御説

明させていただきます。不用額はございませ

ん。 

 次に、繰り越しにつきまして、別冊の附属

資料で説明させていただきます。 

 恐れ入りますが、附属資料の２ページをお

開きください。 

 一番上の段の「環境首都」水俣・芦北地域

創造事業の1,800万余につきましては、水俣

市における水俣環境アカデミア施設整備にお

いて、工事の詳細仕様の確定に不測の日数を

要したこと、湯の鶴交流拠点整備の一つであ

る足湯整備において用地取得に不測の日数を

要したことにより繰り越したものでございま

す。水俣環境アカデミアは４月末に事業完了

し、湯の鶴足湯のほうは10月末に事業完了予

定です。 

 ２ページの２段目の集落サポートプロジェ

クト事業費から３ページ３段目のくまもと県

南広域観光連携事業費までにつきましては、

国の経済対策に係る事業費でございまして、

県への交付決定が平成28年３月末に行われた

ため、全額繰り越したものでございます。 
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 ３ページ一番下の段の熊本駅周辺県有地災

害復旧費の1,600万余につきましては、平成

27年６月から７月の大雨で被災した万日山緑

地公園ののり面崩壊箇所の災害復旧費で、復

旧工事の検討に不測の時間を要したため、全

額繰り越しをしたものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○手島文化企画・世界遺産推進課長 文化企

画・世界遺産推進課でございます。 

 説明資料お戻りいただきまして、12ページ

をお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、不納欠損額、

収入未済額ともございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、分担金及び負担金でございますが、

阿蘇の世界遺産登録推進のための学術調査や

啓発事業について、市町村に２分の１の負担

をお願いし、事業を実施しているものでござ

います。予算現額と収入済み額の差額は、旅

費等の執行残を減額したものでございます。 

 次に、使用料及び手数料でございますが、

主に県立劇場の設備使用料、駐車場使用料等

でございます。 

 県立劇場の予算現額と収入済み額との差額

1,700万円余は、リハーサルの減少や演劇ホ

ールのどんちょうの突然の故障に伴い、施設

や駐車場の貸し出しができない期間が生じた

ことなどによるものでございます。 

 次に、国庫支出金の国の経済対策に係る事

業費、地域住民生活等緊急支援のための交付

金は、熊本の文化魅力発信事業として交付さ

れたもので、旅費等の執行残が決算額に応じ

て減額して交付されたものでございます。 

 次の地域活性化・地域住民生活等緊急支援

交付金上乗せ交付金及び13ページの地方創生

加速化交付金は、平成27年に世界文化遺産に

登録されました明治日本の産業革命遺産に係

る啓発情報発信用のスマートフォン用アプリ

を関連自治体で構成する明治日本の産業遺産

協議会において開発を進めており、その負担

金分として交付されたものでございます。 

 なお、地方創生加速化交付金につきまして

は、県への交付決定が昨年度３月末に行われ

たため、全額を繰り越しております。 

 次に、13ページの財産収入でございます

が、県劇のレストランなどの貸付料でござい

ます。 

 最後に、雑入でございますが、博物館ネッ

トワークセンターが実施いたしました企画展

に対する地域創造からの助成金や職員手当の

返納などでございます。 

 次に、歳出でございます。 

 同じく、資料の14ページをお願いいたしま

す。 

 企画総務費は、職員給与費で、不用額は執

行残でございます。 

 次の計画調査費は、備考欄事業の概要に記

載のとおり、博物学関係資料活用・学習支援

事業、県劇の施設整備費、管理運営事業、世

界文化遺産登録推進事業などの経費でござい

ます。 

 なお、不用額の1,800万円余は、備考欄上

の不用額を生じた理由に記載のとおり、博物

館ネットワーク推進事業の業務委託の入札残

や加藤・細川ヘリテージプロジェクト、世界

文化遺産登録推進に係る市町村等への補助の

執行残が主な要因でございます。 

 恐れ入りますが、別冊附属資料のほうを、

またお願いいたします。 

 そこの４ページでございます。 

 翌年度繰越額の355万円余につきまして

は、先ほどの御説明と重複いたしますが、別

冊のこの資料で御説明させていただきます。 

 「明治日本の産業革命遺産」教育・普及啓

発推進事業について、これは国の経済対策に

係る事業費で、県への交付決定が平成28年３

月末に行われたため、翌年度に全額繰り越し

たものでございます。 
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 なお、本事業費は、全額が産業遺産に係る

スマートフォン用アプリ開発のための協議会

への負担金でございまして、アプリ完成は今

年度中を予定しております。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○吉野川辺川ダム総合対策課長 川辺川ダム

総合対策課でございます。 

 説明資料の15ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、財産収入、繰

入金及び次のページの諸収入、いずれも不納

欠損額、収入未済額はございません。 

 主な収入でございますけれども、15ページ

下段の繰入金でございまして、収入済み額は

１億9,000万余でございます。 

 これは、五木村振興に係る事業、それから

球磨川流域市町村の防災・減災ソフト対策等

に係る事業の財源に充てるために、それぞれ

五木村振興基金、球磨川水系防災減災基金か

ら一般会計に繰り入れされたものでございま

す。 

 なお、繰入金における予算現額と収入済み

額の差1,800万円余につきましては、主に球

磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金事業

の市町村における計画変更に伴いまして、繰

り入れ金額が減少したものでございます。 

 次に、歳出でございます。 

 資料の17ページをお願いいたします。 

 企画総務費は、本課の職員給与で、不用額

４万6,000円は執行残でございます。 

 計画調査費でございますが、支出済み額は

５億8,000万余です。 

 事業の概要欄をごらんください。 

 主な事業は、五木村のソフト事業や基盤整

備事業の経費に充てるための五木村振興交付

金交付事業４億7,000万円余、それから球磨

川流域市町村への球磨川水系防災・減災ソフ

ト対策等補助金8,700万円余でございます。 

 不用額の２億1,900万円余は、主に五木村

振興交付金交付事業の対象である村の基盤整

備事業の計画変更による執行残でございま

す。 

 次に、繰り越しについてでございます。 

 別冊の附属資料で説明をさせていただきま

す。 

 附属資料の５ページをお願いいたします。 

 五木村振興道路整備受託事業につきまして

は、村からの要請を受け、村道神屋敷線の改

良を県が受託して行うものですが、この工事

に先行して実施する旧道引き継ぎ工事の完了

がおくれたため、2,600万円余を翌年度に繰

り越したものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○藤井交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 説明資料の18ページをお願いいたします。 

 歳入でございますが、不納欠損額及び収入

未済額はございません。 

 内容について御説明いたします。 

 まず、使用料は、阿蘇くまもと空港内格納

庫の使用料等でございます。 

 次に、国庫支出金でございます。 

 地域住民生活等緊急支援のための交付金、

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付

金、地方創生加速化交付金、いずれも国の経

済対策に係る交付金でございます。 

 地方創生加速化交付金につきましては、国

からの交付決定が年度末に行われたため、

1,000万全額繰り越しを行っております。 

 次に、財産収入でございます。 

 これは、阿蘇くまもと空港周辺県有地の貸

付料及び熊本空港ビルディング株式会社など

からの配当金収入でございます。 

 資料19ページをお願いいたします。 

 繰越金でございます。 

 ３セク鉄道等の施設整備に対する補助金で

あります鉄道軌道輸送対策事業の経済対策分
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に係る平成26年度からの繰越事業でございま

す。 

 次に、諸収入でございます。 

 これは、有明海自動車航送船組合新船建造

費貸付金回収金や阿蘇くまもと空港地域活性

化事業に対する空港環境整備協会からの助成

金等でございます。 

 20ページをお願いいたします。 

 歳出について御説明いたします。 

 予算現額15億2,000万円余に対し、支出済

み額が14億9,000万円余、翌年度繰越額が

1,000万円となっております。不用額は2,000

万円余でございます。 

 企画総務費につきまして、当課21人の職員

給与費で、不用額は執行残でございます。 

 次に、計画調査費でございますが、並行在

来線対策事業、総合交通体系整備推進事業、

地方公共交通対策事業等に係る執行経費でご

ざいます。 

 不用額2,000万円余につきましては、備考

欄をごらんください。 

 長崎、熊本、鹿児島を結びます３県架橋推

進のための３県での技術調査に要する県際間

幹線交通網整備促進事業関係負担金の所要見

込み額減、また、御所浦航路振興事業関係負

担金の所要見込み額の減などによるもののほ

か、入札残及び経費節減等に伴う執行残でご

ざいます。 

 21ページをお願いいたします。 

 企画施設災害復旧費でございますが、昨年

９月の台風15号の災害により被災しました肥

薩おれんじ鉄道の災害復旧費補助事業でござ

いまして、予算現額1,700万円余について全

額翌年度に繰り越しております。 

 翌年度繰越額につきましては、別冊の資料

で説明させていただきます。 

 附属資料の６ページをお願いいたします。 

 海外からのホテル等の予約に対しますイン

バウンドサービス窓口をつくりますインバウ

ンドサービス向上事業につきましては、国の

経済対策に係る事業費で、県への交付決定が

年度末に行われたため、翌年度に繰り越した

ものでございます。 

 次に、肥薩おれんじ鉄道災害復旧事業費補

助事業につきましては、先ほど申し上げまし

たとおりでございますが、復旧工事の検討に

不測の日数を要したため、翌年度へ繰り越し

たものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○松永情報企画課長 情報企画課でございま

す。 

 説明資料の22ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、不納欠損額、

収入未済額ともにございません。 

 主な収入について御説明いたします。 

 まず、国庫支出金のうち、社会保障・税番

号制度システム整備費補助でございますが、

番号制度導入に伴うシステム整備及び負担金

に係る国庫補助金でございます。 

 次に、地域住民生活等緊急支援のための交

付金でございますが、国の経済対策に係るも

のでございます。 

 次に、地域創生加速化交付金でございます

が、国の経済対策に係るものでございます。 

 次に、電気通信格差是正事業費補助でござ

いますが、八代市及び多良木町において実施

した携帯電話等エリア整備事業に係る事業費

補助金でございます。 

 次に、地方公共団体情報セキュリティ強化

対策費補助でございますが、国の経済対策に

係る国庫補助金でございます。 

 23ページをごらんください。 

 諸収入のうち、共済組合収入でございます

が、これは共済組合及び互助会から委託され

ております電算処理業務に係る経費の負担金

でございます。 

 次に、共同システム運営受託収入でござい

ますが、県と市町村が共同で運用しておりま
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す電子申請システム等に係る経費の市町村負

担金でございます。 

 雑入でございますが、これは、企業局並び

に病院局の庁内情報システム利用に係る負担

金等でございます。 

 続きまして、歳出について御説明いたしま

す。 

 資料の24ページをお願いいたします。 

 まず、人事管理費でございますが、備考欄

にありますホストコンピューターの運営管理

を行う電子計算管理運営事業、パソコンの調

達や保守等を行う庁内情報基盤管理運営事業

及び電子県庁関連システムの管理運営等を行

う電子県庁構築事業等に係る経費でございま

す。 

 不用額の1,800万円余につきましては、各

システムの管理運営等における経費節減及び

入札執行残によるものでございます。 

 次に、企画総務費につきましては、情報企

画課職員22人分の給与で、不用額は執行残で

ございます。 

 25ページをごらんください。 

 計画調査費でございますが、備考欄にあり

ます熊本県総合行政ネットワーク管理運営事

業等に係る経費でございます。 

 不用額5,000万円余の内訳としましては、

情報通信格差是正事業費補助における入札残

が８割を占め、ほかは各事業の入札執行残及

び経費節減によるものでございます。 

 なお、翌年度繰越額の３億3,000万円余に

つきましては、別冊の附属資料で説明させて

いただきます。 

 恐れ入りますが、附属資料の７ページをご

らんください。 

 情報通信格差是正事業費でございますが、

これは、工事入札の不調により工事事業者の

選定に至らず、年度内の工事完了が困難とな

ったものを翌年度に繰り越したものでござい

ます。 

 ＩＣＴを活用した外国人観光客等受入環境

整備事業費及び自治体情報セキュリティクラ

ウド構築事業費でございますが、これは国の

経済対策に係る事業費でありまして、交付決

定が平成28年３月末に行われたため、全額を

翌年度に繰り越したものでございます。 

 以上、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

○坂本統計調査課長 統計調査課でございま

す。 

 資料の26ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、26ページから

28ページまで国庫支出金17件ございます。い

ずれも統計調査に係る国の委託金でございま

して、不納欠損額及び収入未済額はございま

せん。 

 次に、歳出でございますが、資料の29ペー

ジをお願いいたします。 

 統計調査総務費は、職員の給与費等で、不

用額は人件費の執行残と経費節減に伴う執行

残でございます。 

 次の委託統計費は、国から委託を受けて実

施する統計調査の執行経費でございまして、

一番下の単県統計費は、県民所得推計調査等

の県単独の調査及び刊行物の作成に要した経

費でございます。不用額は、いずれも経費節

減に伴う執行残でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○池田和貴委員長 以上で企画振興部の説明

が終わりました。 

 それでは、ここで質疑を受けたいと思いま

す。質疑はありませんでしょうか。 

 

○城下広作委員 12ページの県立劇場等の使

用料の件なんですけれども、駐車場がもとも

と昔はよく足らなくて大変困ってたんですけ

れども、最近は大型店舗がばっと周りにでき

て、あそこでも大分利用されて県劇に行くの

かなと思いますけれども、駐車場の台数がど
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うなのかと思って。減る傾向にあるのか、ま

だ相変わらず足らないという状況なのか、ち

ょっとそこを確認したいと。 

 

○手島文化企画・世界遺産推進課長 文化企

画・世界遺産推進課でございます。 

 委員御指摘のように、従来、県立劇場の駐

車場は、大変大きな規模のコンサート等があ

りましたときに渋滞するというふうな状況を

起こしたりもしているところでございます。 

 今委員がおっしゃっていただきましたよう

に、ゆめタウン大江のほうが駐車場ございま

して、そことの連携を行ったりというふうな

ことも実施しておりまして、随分そこについ

ては、現在緩和されつつあると思っておりま

す。 

 今後、やはりそういうふうな形の中での利

用者の見込みということでございますが、当

方といたしましては、利用目標──ここしば

らくは、申しわけございません、地震の関係

で、どうしてもちょっと従来の目標数値より

も少なくなってこようかと思いますが、地震

の影響が終わった後には、年間やはり50万ぐ

らいの目標を掲げておりまして、それに向け

て、やはりより多くの方に来ていただきたい

という気持ちを持っておりますものですか

ら、駐車場の利用者についても、従来よりふ

えていっていただきたいという気持ちでおる

ところでございます。 

 

○城下広作委員 それで、ピーク時の大変多

いときには、地元からもいろいろ苦情があっ

て、裏側のほうから車を分散して流すという

話も一時期相当あったんですね。それは実際

に去年１年間はそういうのはあったんです

か。それとも全然なかった。 

 

○手島文化企画・世界遺産推進課長 本当

に、地元の皆様方にそういった意味で御迷惑

をかけているのも承知しておりまして、実は

専門の誘導員を配置いたしましたり、大きな

ときには、昨年であれば22回ほどそういった

誘導員を配置しておりますし、また、委員が

御指摘いただきましたように、裏門開放によ

りましての渋滞緩衝による取り組みも実施し

ているところでございます。 

 その結果、平均５分程度の駐車場を出る時

間の短縮が図られるなど、一定の効果があっ

ているかと思っております。 

 以上でございます。 

 

○城下広作委員 わかりました。 

 いずれにしても、県劇は駐車場の問題が以

前からずっとあって、大型店舗ができて、み

んな大分分散しながら使って、昔よりも少し

いいのかなというイメージはあります。 

 一方で、駐車場のほうにとめる分が少なく

なって、収入減となるふうな頭の痛い問題か

なという部分もありまして、バランス的にち

ょっとこれはまたどっちがどうなのかという

難しい部分もありますけれども、ぜひ頑張っ

ていただきたい。 

 それともう一つは、ここで先ほど説明があ

った、例のどんちょうがちょっと調子が悪か

ったとかどうだこうだというけれども、県劇

なんかのホールでどんちょうが途中で上がら

なくなったとかなんとかという問題は、非常

に何か実際に借用されてする人たちは大変な

ことと思うけれども、それは何回ぐらいあっ

た、それともただ１回だけだったのか、どう

だったんでしょうね。 

 

○手島文化企画・世界遺産推進課長 済みま

せん、長くて。手島でございます。 

 駐車場対策、先ほどおっしゃっていただき

ましたように、県立劇場、そしてまた周辺と

も協議して、十分対応していきたいと思いま

す。 

 また、どんちょうにつきましては、緊急的

にそういったことが１回起きましたので、す
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ぐに工事を行いまして、ただ、それにつきま

しても、約２週間近い工事期間を要しまし

た。そういった意味では、急な対応で御迷惑

をおかけしたということを思っております。 

 今やはり計画的にそういったことにならな

いように補修計画も立てて、しっかり、今地

震関係での工事、進捗中でございますけれど

も、そういったところも十分考えて、今後、

利用者の皆様方に御迷惑がかからないような

形で対応できるような施設の状態を考えてい

きたいというふうに思っております。 

 

○城下広作委員 どんちょうの場合は、演劇

とかああいうホールでは命ですもんね。だか

ら、それは開催しているときにトラブルが起

こらないように、開催がないときに点検をし

ておかないと、いざ開催したときにトラブル

でやるというのは、非常にちょっと致命的だ

なと思って、よくよくそれはメンテをしっか

り考えとったがいいのかなと。 

 ましてや、今度災害が起こって、今後いろ

いろ点検をするでしょうけれども、それ以

降、また修繕をして、またトラブルが起こる

ということになると、また、これはせっかく

復興という形、今現在も復興してますけれど

も、復興する形で気をつけていただきたいと

いうふうに思います。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○小杉直委員 城下委員に関連して。 

 13ページ、県立劇場レストランの貸付料と

報告のあっとるけれども、今、この時点では

どこが民間は借りとったですかな。 

 

○手島文化企画・世界遺産推進課長 文化企

画・世界遺産推進課でございます。 

 今、七彩が５年契約で借りているところで

ございます。 

 

○小杉直委員 はい、わかりました。 

 もう１点、小牧課長、御所浦の件、何ペー

ジだったかな。10ページね。 

 10ページに、227万か執行残のあるでしょ

う。そして、今度、こっちの別紙のほうに何

か載っとるたいな、御所浦関係で。これは、

どがんした理由で、執行残とかあるいはその

他云々が出とっとだろうか。 

 

○小牧地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 今の御質問は、まず、御所浦のほうで220

万の不用額が出ておるのと、附属資料でいう

繰越事業の関係性ということでございますで

しょうか。 

 

○池田和貴委員長 繰り越しのほうがどこに

あるか、よかったら教えていただけますか。

別冊のほうでということだったので。 

 

○小牧地域振興課長 まず、10ページの不用

額の227万余でございますけれども、これに

つきましては、空き家調査等の対象の調査を

天草市に既存調査を行いまして、それの調査

の対象を少し絞り込んだことによって契約額

の不用が出たものでございます。 

 

○小杉直委員 ごめん。別冊じゃなくて、次

は20ページ、御所浦航路振興事業関係負担金

の所要見込み減に伴う執行残458万、これは

どがんとだろうか。 

 

○藤井交通政策課長 御所浦の航路につきま

して、バス並みに引き下げるということで、

３割ほどの値段を助成しております。その分

の助成金について、７月18日から事業を開始

させていただいています。いろいろ調整がご

ざいまして、どういうやり方をするかといっ

たところがありまして、その分で執行残が出

たものでございます。 
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○小杉直委員 お二人の回答を簡単に言う

と、空き家調査と、それから船賃の負担関係

の見込み減ということですたいな。はい、あ

りがとうございました。 

 

○早田順一委員 18ページの交通政策課にち

ょっとお尋ねしますけれども、まず歳入で、

予算現額と収入済み額の比較で唯一収入がふ

えているところが、空港の格納庫使用料とそ

れから土地の貸付料がふえてますけれども、

これをもう少し詳しく説明をお願いします。 

 

○藤井交通政策課長 これは、空港内の格納

庫につきまして、天草エアラインが大体通常

３日ぐらい借りる予定にしているんですけれ

ども、それが１日延びた分と、あと、ホンダ

ジェットが参りまして、展覧会をしたとき

に、借りていただいたときに使ったものが格

納庫使用料のプラスでございます。 

 あと、普通財産貸付のところでございます

が、これは、空港周辺の県有地につきまし

て、自衛隊とかいろんなところに貸し付けて

いるところがございます。駐車場で使われる

とかといったものがございますけれども、国

のほうが工事関係で一つ新たに借りられたと

ころがございまして、その分で若干使用料が

ふえたということでございます。 

 

○早田順一委員 県の財政を考えると、収入

をふやすというのは大切なことだろうと思い

ます。微々たる金額ではありますけれども、

天草エアラインも頑張っておられますので、

金額は余り言えませんけれども、例えば格納

庫、何か今度つくっているんですかね。格納

庫、たしかつくってたと思いますけれども、

その辺でまた収入がふえてくるのか。そうい

った貸し付けのほうも、例えば、民間とかに

まだ貸す余地があるのかどうか。 

 

○藤井交通政策課長 交通政策課です。 

 現在、県警のヘリ基地と防災消防航空セン

ター、防災「ひばり」のセンターを拠点施設

として、あわせて、防災ヘリ、防災エプロン

をつくりました横に今つくるように予算をつ

けていただいてやっております。そちらにつ

いては、基本、県警ヘリと防災ヘリの使用と

いうことになっておりますので、基本的に

は、使用料収入というのは余り見込めないの

でないかとは思っておりますが。 

 

○早田順一委員 貸し付けのほうは、何かま

だ貸し付けられるような土地はないんです

か。そういう余裕というか。 

 

○藤井交通政策課長 一応、空港周辺には、

県有地、飛行場の拡張等も含めて、最初に購

入した土地がございますので、その用地を管

理している部分がございます。ただ、そこの

使用につきましては、基本的には航空法上の

規制がございますので、ひっかからないよう

な借り方が、申し出があったときに、それが

適正かどうかということで審査させていただ

きたいということでございます。 

 

○早田順一委員 なるべく収入がふえるよう

に、ぜひ努力をしていただきたいと思いま

す。 

 それと、もう１点いいですか。 

 

○池田和貴委員長 はい、どうぞ。 

 

○早田順一委員 これは多分、毎年出ている

と思いますけれども、地方創生チャレンジ推

進事業とか地域づくりチャレンジ推進事業で

不用額が出ているのが、毎年、恐らく話が出

ていると思いますけれども、最初から比べる

と非常に使い勝手がよくなって、単年度だけ

じゃなくて３年間補助をもらえるとか、ある

いは広域的に使われ出したとか、非常にいい
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ことだというふうに思っております。 

 施策の成果のほうにも書いてありますけれ

ども、広域本部単位での連携というのが、ど

ういったその──成果は書いてありますけれ

ども、その先のまたその地域の市町村成果に

つながっているのかどうかというのをちょっ

とお聞きしたいんですけれども。 

 

○小牧地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 先ほど委員のほうからもいただきましたよ

うに、この決算委員会においても、当時不用

額や２月補正での減額が非常に多かったこと

から、非常に使い勝手のいい制度にしてくれ

というようなことを髙野委員さんからもいた

だいたりとかしながら、これまで使い勝手の

よい制度にしてまいりました。 

 一応、昨年度は、過去最高の２億6,300万

という交付決定が行われまして、その中で、

今、委員がおっしゃるように、広域連携が非

常にそのうちで役割を占めております。その

うちの１億程度が広域連携だったと思いま

す。 

 広域連携においては、市町村だけではなか

なか取り組みというのができないものですか

ら、各広域本部が事業のつくり込みの段階か

らしっかり掘り起こしをしながら、各広域本

部の職員が町村の中に入って事業を取り組ん

できております。 

 そういったことで、事業のつくり込みの段

階から、市町村に、かなりノウハウという

か、そういうものを伝授するというか、そう

いうものをそこでトレーニングをするような

仕組みができつつあります。 

 そういったことが、結果として、今度は夢

チャレという単独の市町村の取り組み、これ

が、それぞれの企画部門の職員の──失礼で

すけれども、能力が少し上がることによって

いろんなつくり込みにつながっていって、全

体件数が上がった、そういうような状況がご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○松田三郎委員 真ん前にいらっしゃるの

で、何か聞いてみようかなと思います。 

 主要な施策の成果と、我々これをいただい

ておりますけれども、交通政策課長に。 

 12ページ、国際線の振興対策──持っとん

ならんですか。中身は大したことじゃありま

せん。 

 平成27年度は、このソウル線、高雄線、香

港線というのが、全体の利用率、順次63.8

％、65.6％、そして74.2％。これは、交通政

策課を中心に、企画振興部、あるいはその関

係課、県庁全体で、すぐすぐできるわけじゃ

ないですから、長年にわたって時間をかけ

て、相手のあることですから、いろいろお金

も労力もかけていただいたおかげで、３路線

定期便が開通した。利用率も、大体60％超え

れば褒められる段階、70ですか、大変頑張っ

ていただいたし、頑張っていただいていると

いうふうに評価をしたいと思っております。 

 ただ、御存じのように、年度が明けまし

て、28年度に熊本で地震が発生した影響が大

きいと思いますが、一時、３路線とも様子見

というか中断をして、今高雄線だけが再開を

している。 

 これはもちろん地震ということは大きいん

でしょうが、もしかすると、高雄線だけ再開

できて、ほか、香港線、ソウル線というの

が、いまだ再開できていないということを考

えると、地震が一番大きいとはいえ、地震以

外の、例えば熊本県側の何か事情があるの

か、あるいは先方の航空会社のほうにいろい

ろ御都合があるのかと。 

 言える範囲で結構でございますが、普通に

考えて、台湾は元に戻って、ほかの２路線は

と聞いたら、なかなかめどが立っておりませ
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んと、ちょっと前の話ですけどね。そういう

時期の話でございましたので、今後の再開の

見込みなり、さっき言いましたように、何が

そのネックとなっているのか。言える範囲で

結構でございますので、お答えいただければ

と。 

 

○藤井交通政策課長 ３路線になって好調に

なりつつあった時期に、地震で３路線とまっ

たこと、大変残念でございまして、台湾のほ

うは６月３日から再開ができたんですが、実

は、やっぱり地震がその国にあるかないか、

台湾は地震がある程度多い国でございますの

で、地震になれてらっしゃるというところも

あって、地震が落ちついたという情報を発信

したところ、向こうから応援の気持ちも込め

て再開していただいて、今、利用率を上げよ

うという努力をしているところでございま

す。 

 ほかの２路線でございますが、特に韓国は

やっぱりほとんど地震がないと。この間一回

ちょっと地震があったと伺いましたけれど

も、地震がなくて、やっぱり一部熊本あたり

に住まわれた方も韓国に引き揚げられた方が

いるというぐらい地震に対してはなかなかな

れがない。 

 あわせまして、香港のほうもああいう高層

ビルが立つようなところでございますので、

地震が少ないということで、観光客の方々、

やはりそういった大丈夫かという御心配が強

いのかなということで、なかなか、インバウ

ンド中心の路線でございますので、旅行客の

方々の集まりが、他の路線に比べると、まだ

様子見の段階であるということでございまし

て、現時点では、一生懸命こちらの情報、大

丈夫ですよとか、この路線は、こういう道路

は通れますよといった現状につきまして発信

はいたしておりますものの、なかなか、旅行

会社等も含めて旅行航空会社が様子を見てい

るという状況でございます。 

 ただ、香港線につきましては、熊本から飛

んでおりました便につきましては、鹿児島に

今就航しておりまして、その旅行会社等のイ

ンバウンドの見込みが立った時点では振りか

えられるような状況でしていただいている

と。 

 ただ、なかなか、いつからの見通しといい

ますか、両会社からは10月以降も運休を継続

して様子を見るというような連絡も入ってお

りますので、こちらとしましても、できるだ

け早く再開に向けまして、こちらの正確な情

報とともにアプローチを強化していきたいと

思っているところでございます。 

 

○松田三郎委員 今鹿児島の話が出ましたけ

れども、参考までにお尋ねしますが、我々よ

く台湾とかソウル、香港に行くと、熊本と言

うても九州を一くくりに見てらっしゃる方も

多いという意味では、逆に、熊本地震があっ

たということで、隣県に、例えば、鹿児島、

宮崎、大分、九州の中で、ソウル線なり香港

線というのがもともとあって、熊本地震の影

響で一時ストップしたとか、あるいはストッ

プしているというのがあれば、そういう例を

ちょっと教えていただけば、御存じなら。そ

れはなかつですかね。 

 

○内田政策監 お尋ねをいただきました。交

通政策課でございますけれども、基本的に熊

本便以外の海外路線、特にうちと競合してお

ります台湾線、それからソウル線、それから

香港線については、運休の状況はございませ

ん。特に、福岡線等は、かなりの便数が飛ん

でおります。 

 

○岩中伸司委員 同じ成果の部分の12ページ

で書いてあるので気になるのが、27年度以前

からずっと振り返ってみたら、熊本－ソウル

線の利用者数で、日本人の利用が極端にずっ

と減ってきているようにその資料ではなって
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ますね。逆に、外国人に助けられているんで

すが、日本人、熊本からソウルに行く人たち

が減っているということだと思うんですけれ

ども、何か原因は、わかりますか。 

 

○藤井交通政策課長 韓国のほうにつきまし

ては、韓国から九州に対しては根強いゴルフ

客が多くございまして、かなりやっぱりそち

らの予約がよかったというのがございまし

て、阿蘇あたりもかなり韓国人の方のゴルフ

がふえて、九州管内、九州もすごい多かった

と思いますし、その予約が多い一方で、実

は、ＭＥＲＳ、昨年、感染症のＭＥＲＳあた

りがはやったり、いろいろセウォル号の事故

があったりとかで、そういったところもあっ

て、日本人の観光客の方はちょっと控えられ

た部分が一部あったと思います。ただ、少し

は戻りつつありますけれども、数字から見ま

すと、インバウンドのほうが中心という形に

なってきていると思います。 

 

○岩中伸司委員 わかるにしても、平成23年

度からの５年間のほうを書いてあるのを見れ

ば、減り方がぐっと減っているので、一時的

なそういう障害があるかもしれぬけれども、

何か根本的な理由があるのかなと。何かつか

みようがないんですが、聞いても答えようが

ないと思いますが。 

 

○内田政策監 実は、今、岩中委員のほうか

ら御質問がありました平成23年度、24年度、

その以前なんですけれども、ヨン様を初め韓

流ブームがかなりございまして、若い日本の

女性を中心に、かなりの方が韓国を訪れてお

られました。このブームが一旦去りまして、

なかなかその世代の方の渡航者が減ったとい

う状況はございます。これは日本全国多分同

じ状況だと思います。 

 

○西岡勝成委員 ２ページの地方創生加速化

交付金の件ですけれども、安倍政権が随分最

初は大々的に、地方創生、地方創生と石破大

臣が一線でやってきたんですが、最近どうも

この全国的に見ても、地方創生の難しさもあ

るんでしょうけれども、特に熊本県は地震も

あって、地方創生というのがなかなか地方か

ら盛り上がってきてない現実があると思うん

ですけれども、この事業、これは全部繰り越

しというか、事業は間に合ってないんですか

ね。今の現状について、どういうことをやっ

ているか。 

 

○吉田企画課長 ２ページのほうの加速化交

付金のほうは、こちらはいわゆるＲＥＳＡＳ

と言われる内閣府のほうでつくられておられ

るいわゆるビッグデータの解析システムがご

ざいます。その解析システムをしっかりと熊

本県内においていろんな経済分析であったり

人の動態分析ということでうまく使えるよう

に普及促進を図る事業ということでいただい

ておりますが、これは年度末に交付されまし

たので、繰り越しということでちょっと地震

の関係で契約手続等おくれておりますけれど

も、今そういう作業を進めているところでご

ざいます。 

 また、地方創生全体につきましては、一昨

年、昨年と議会の皆様からの全面的な御支援

もいただきまして、国のほうからかなりの交

付金をいただいているという状況でございま

すが、ことしにつきましては、地震というこ

ともありましたので、第１次の応募のほうは

見送らせていただきましたけれども、第２次

というタイミングで、９月議会においても、

各部において９月補正の玉として地方創生交

付金を活用した事業というものを計上させて

いただいているというところでございます。 

 

○西岡勝成委員 これからやっていくにし

ろ、地方というのは、非常に高齢化、過疎

化、産業構造の変化等々で、急激な弱体化が



第３回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（平成28年10月７日) 

 - 15 - 

やっぱり進んで現実いきよる中で、地方創生

をいかに取り組むかということは、もう本当

に大きな課題であると思いますので、この辺

のデータも含めて、ぜひ真剣に取り組んでい

ただきたいと。 

 

○城下広作委員 先ほどの訪韓の日本に来る

こともインバウンドもアウトもそうなんです

けれども、話題には出なかったけれども、日

韓関係の政治的な問題もあって減っていると

いうこともあるということもゼロじゃないと

いうことは認識しとかないと、何かそれは一

切ないというような感覚でとられたらちょっ

と違うんじゃないかなと思って、その数がど

のくらいとは言いませんけれども、かなりそ

の前からずっと冷え込んでいて、お互いが行

く行かないということを、やっぱり敬遠して

きたというのは事実だと思うから、その辺は

ちゃんと認識としては当然自覚をされてるで

しょうけれども、発言の中に、そういうこと

とは違う原因で、ヨン様何様とか、それがど

うだこうだと、そればかりの話じゃないとい

うことは、しっかり交通政策としては意識し

て持っとかないと、これは大事な私は観点だ

と思います。 

 もう１つ、済みません。 

 天草空港なんですけれども、１日４便か

な。大体、機材のどうだこうだ、天候のどう

だこうだと、結構欠航するという形の部分、

大体感覚的にあるんですけれども、パーセン

トとしてはどのくらい、何らかの事情で欠航

するんでしょうかね。パーセント的には大体

わからない。福岡の分と熊本の分とか、そう

いう欠航率とか就航率とか、どちらでもいい

んですけれども、年間でどのくらいなんでし

ょうかね、イメージが。わからなければ、後

でもいいですよ。 

 

○藤井交通政策課長 正確な数字はちょっと

今、手元にないんですけれども、就航率とい

いますか、90数％だったと思うんですけれど

も。 

 

○城下広作委員 何か新聞では、よく機材の

故障でどうだこうだとか、天候不順で欠航す

る、よくそういうことを見たりするものだか

ら、意外と、もっと厳しいのかなと思って。

99だったら、ほとんど飛びよるんじゃないか

……(「90数％」と呼ぶ者あり）90数％、99

じゃなくて。 

 

○藤井交通政策課長 今年度、ちょっと手元

にありますのでは、就航率は、３月が97％、

４月は81％、84％と飛ばなかったときがあり

ますけれども、通常ベースに戻りました７月

は95.7、８月が97％というところになりま

す。 

 

○城下広作委員 大分安心しました。大分何

かいろいろふぐあいで飛ばぬのかなという先

入観があったものですから。はい、ありがと

うございました。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんでし

ょうか。 

 

○岩田智子委員 29ページの統計調査課なん

ですけれども、不用額を生じた理由が経費節

減と書いてあります。特に、委託統計費

1,415万ほどもありますので、ちょっと詳し

く教えていただければと思います。どんなと

ころで経費を節減したのか、お願いします。 

 

○坂本統計調査課長 統計調査課でございま

す。 

 もろもろの事務費でございまして、例えば

旅費について公用車を利用しますですとか、

消耗品の購入を控えますですとか、そういっ

たもろもろの積み上げでございます。 

 以上でございます。 



第３回 熊本県議会 決算特別委員会会議記録（平成28年10月７日) 

 - 16 - 

 

○岩田智子委員 わかりました。意外と大き

いなと思って、主婦の感覚としては思いまし

たので。どんどん進めてください。 

 

○池田和貴委員長 ほかに。 

 

○松田三郎委員 説明資料の17ページ、吉野

課長にちょっとお尋ねしますけれども、先ほ

どちょっと説明が早過ぎて聞き取りにくかっ

たんですけれども、計画調査費の不用額を生

じた理由の２番目、五木村振興交付金の執行

残で２億余。これはここに書いてあるとおり

でしょうけれども、事業計画の変更に伴う─

─額が額ですから、ちょっと多かったんです

か。 

 

○吉野川辺川ダム総合対策課長 川辺川ダム

総合対策課でございます。 

 もう少し具体的に御説明をいたしますと、

この五木村振興交付金事業の２億円強ですけ

れども、執行残がございますが、この内訳

は、ほとんど基盤整備、国、県、村の三者協

議に基づきます基盤整備をやっております

が、その事業が約２億円の執行残となってお

ります。 

 具体的な理由は、今、村で進めております

歴史文化交流施設の建設ですね。それとか、

村道とか林道の村事業、６本ぐらいなんです

けれども、村が少し事業がおくれまして、そ

ういう事業を27年度から28年度に繰り越した

分が大体２億円ぐらいあるということでござ

います。 

 村は繰り越しという処理をしますけれど

も、うちのこの交付金上は単年度単年度で見

ていきまして、村が繰り越した分について

は、27年度はもう執行残で残して、28年度に

また措置するという、単年度でこうやってい

っておりますので、村がちょっと事業がおく

れて繰り越した分がここに出てきているとい

うような状況でございます。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員 ちょうどその後お伺いしよ

うと思ったところですけれども、今おっしゃ

ったように、村は繰り越した、県は繰り越す

んじゃなくて執行残にして、また28年度、近

い額でしょうけれども、予算措置するという

ことですね。わかりました。 

 その下ですけれども、防災・減災、これは

基金でしたよね。 

 

○吉野川辺川ダム総合対策課長 これにつき

ましては、球磨川流域の防災・減災ソフト基

金として27年度に制度をつくっております。

ここも執行残1,200万円ぐらい出ております

けれども、これにつきましては、純粋に入札

減であったりとか、そういうものの寄せ集め

でございます。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員 この場合は、一回また基金

に戻るんですか。この執行残。 

 

○吉野川辺川ダム総合対策課長 これも五木

の基金と同じような形にしております。ただ

し、この防災・減災ソフト基金は、主にソフ

ト事業ですので、市町村で繰り越しというの

も余りないんじゃないかというふうに思って

おります。 

 

○松田三郎委員 ということは、何か1,200

万残った分は……。 

 

○吉野川辺川ダム総合対策課長 ここの

1,200万円につきましては、入札残等のお金

でございまして、これは27年度分の純粋な余

りと、28年度は28年度で村としては新たな計

画をつくって、それに対して支援していくと

いうような形で考えております。(発言する
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者あり)そうです。戻るということです。 

 

○松野明美委員 先ほどから阿蘇くまもと空

港のことについていろいろと意見が出ている

んですが、駐車料金の支払い方法は多分民間

に委託されているとは思うんですが、最近、

事前精算ができるように──昔からあったの

かどうかわかりませんが、私はつい最近ちょ

っと気づきまして、事前精算ができるように

なりますと、事前に精算して、カードを出さ

なくても、さっとバーが上がりまして、もう

スムーズに駐車場を気持ちよくすっと出れる

ようになりまして、あっ、大分便利になった

なと思ったんですが、事前精算をしていない

方が──たしか３カ所ありますね。出るとき

に、向かって一番左側が事前済みの車、事前

済みとこれから精算をするところが２カ所あ

ると思うんですが、精算済みの場所に精算を

していない車が並んでまして、そこがちょう

ど人がいなくて、自動精算機なんですね。多

分、県外の方なのか高齢者の方かわからなか

ったんですけれども、私が後ろに待ってます

と、ずっとばたばたばたばたされてまして、

人も来ないんですよ。 

 だから、ずっと10分間ぐらいばたばたされ

てたというところがあったんですが、非常に

便利になった分、そういうようなところもあ

ったものですから、ちょっと御連絡をさせて

いただこうと思います。何か意見がございま

したら、済みません、お願いいたします。 

 

○藤井交通政策課長 御指摘ありましたけれ

ども、駐車場自動精算機が、ことし４月から

使えるようになりましたので、そういった事

例があったということで、管理しております

空港環境整備協会のほうに伝えたいと思いま

す。また、周知を図るなどして、そういう混

乱がないようにできるようにしたいと思いま

すので、伝えたいと思います。 

 

○松野明美委員 便利になった分、ちょっと

そのあたりもスムーズにいけるように、もう

少し──わかるんですけれども、わかりやす

いほうがいいのかなと思うんですけれども、

上のほうに精算済みとか書いてあるんです

が、なかなか見にくいのかなと思って、そう

いうところを間違える方もいらっしゃいまし

たので、お願いいたします。 

 以上になります。 

 

○池田和貴委員長 伝えといてください。 

 ほかに。 

 

○城下広作委員 22ページの県有施設の無料

の公衆無線ＬＡＮの整備の分で残があるんで

すけれども、これは、いろいろ要望とか、い

ろいろ今の時代では必要な部分で、足らない

ぐらいかなと思うんだけれども、実際に余る

という。これは原因が何かあったんですか。

22ページ、無線ＬＡＮの整備の推進事業。 

 

○松永情報企画課長 情報企画課でございま

す。 

 これは100万程度余っておりますけれど

も、実際には、これは県有施設にくまもとフ

リーＷｉ-Ｆｉをつける事業でございまし

て、県有施設から要望があって事業を組み立

てております。結果として、その事業は、全

体この27年度で終わっておりますので、希望

は全て達成しております。事業の経費がそれ

だけかからなかったということでございま

す。 

 

○城下広作委員 じゃあもう、要望した分と

いうのは、今後まだある可能性はあるんです

かね。 

 

○松永情報企画課長 この交付金が、この年

度で終わっておりますので、県有施設は一応

達成したということで、目標は達成したのか
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なというふうに思っております。 

 

○城下広作委員 了解です。わかりました。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○山口裕副委員長 済みません。６ページを

ちょっと教えてほしいんですが、計画調査費

で、地域消費喚起・生活支援事業と書いてあ

るんですが、これちょっと具体的に説明をお

願いします。 

 

○吉田企画課長 こちらの事業につきまして

は、安倍政権の経済対策として、平成26年度

の補正予算のほうで緊急事業として打たれた

ものでございます。 

 こちらの緊急対策事業にあわせまして、全

額繰り越しを──まずは、時間がなかったも

のですから、交付決定が行われた際に、ま

ず、柔軟に対応するため、当課のほうで予算

を一括計上して、事業の詳細が決まった時点

で、関係各課に所要額を配分したというもの

でございます。 

 具体的な内容につきましては、先生方御案

内のとおり、経済対策として行ったプレミア

ムつき商品券、あと、地震の前に行った旅行

社向けの旅行券の割引販売であったり、アン

テナショップやウエブサイトにおける県産品

の割引販売、こういった商品券事業等に活用

しておるものでございます。 

 

○山口裕副委員長 実際、詳細な決算の内容

を見せてもらったんですけれども、すごく理

解しづらかったので、ちょっと尋ねさせてい

ただきました。委託はあるし、いろんなとこ

ろがあったので、ちょっと調べさせてもらい

ました。 

 あと、もう１点、博物館ネットワークにつ

いてお尋ねしますけれども、ネットワークの

方針が示されて初年度だったんじゃないかな

と。実際どういうことを実現できたのか、ち

ょっとお尋ねします。 

 

○手島文化企画・世界遺産推進課長 博物館

ネットワークにつきましては、４月開設しま

して、昨年の10月には講演も含めたところで

利活用させていただきました。 

 博物館ネットワーク推進事業でございます

が、もともとの事業の目的が、県内の県立の

装飾古墳館ですとか永青文庫、それから市町

村の博物館との連携事業というのがメーンで

ございまして、昨年度におきましては、立ち

上げというところもございましたので、企画

展、そこの博物館ネットワークを構成してい

る博物館が一緒になった企画展を開催したり

というふうな事業展開、それから、ネットワ

ークでございますので、インターネットとい

うかウエブの世界でのそういった連携でのホ

ームページ、情報の共有と、そういったとこ

ろを主な内容として博物館ネットワークは展

開しているところでございます。 

 

○山口裕副委員長 博物館とかは、歴史やそ

んなものに興味ある人はかなり利用されると

思うんですけれども、そうでない方々もしっ

かりと情報を得るようなことの働きかけをつ

くり上げてほしいと思いますし、それを契機

に、昔の博物館の展示物とか資料について興

味を持っていただくようなうまいつくり上げ

をよろしくお願いします。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 

○小杉直委員 小牧課長、さっきは天草の御

所浦だったけん、今度は熊本市内について。 

 ７ページ、万日山の災害復旧費の明許繰り

越しが出ておりますが、ここはどのくらいの

被害だったつですかな。 

 

○小牧地域振興課長 万日山の被害状況等で
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ございますけれども、のり面の崩壊が全部で

５カ所あっております。その中で、国によっ

て国の災害査定で適用できたものが２カ所、

県単独でやったのが３カ所というふうになり

ます。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 大体、総工事費はどのくらい

で、もう大体、完成してしまっとるですか

な。 

 

○小牧地域振興課長 全体で、全５カ所の総

事業費で約1,600万でございます。 

 今先ほど申し上げました国庫補助分につい

ては、８月末で完了しております。県単独分

の３カ所について、現在、復旧工事の業務委

託を行っておりまして、年内に工事完了予定

というふうに聞いているところでございま

す。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 いろんな意味で、あそこは、

関心というか、それなりの重要性のある場所

ですが、大体順調にいきよるなら安心しまし

た。はい、わかりました。 

 

○松田三郎委員 決算でないとなかなか聞け

ないと思いまして、主要な施策の成果の16ペ

ージ２段目、くまもと未来会議の開催、これ

は企画ですか。２行、中身書いてあります

が、成果という割には、会議を開催したとい

う表現になっておりますが、どういう成果が

あったんだろうか。 

 

○吉田企画課長 くまもと未来会議でござい

ます。こちらについては、委員の先生方御案

内かもしれませんが、全国的に特定の分野で

著名な成果を残された大学の教授や民間企業

のトップ等をお招きして、特定のテーマにつ

いて御議論をいただくということで、その中

で出た提言等につきましては、場合によって

は政策として取り入れていくというような、

そういった構成でやっております。 

 例えば、今文化企画・世界遺産推進課のほ

うでやっていただいておりますアーティス

ト・イン・レジデンスということで、阿蘇地

域で芸術家に長期で滞在していただくという

中で、そういった芸術家の方々に、阿蘇のす

ばらしさを理解して、阿蘇を題材にした芸術

の発信をしていただこうという事業でござい

ますが、もともと未来会議の中で、近藤元文

化庁長官などがお越しになって、阿蘇地域で

やらせていただきました。 

 その際に、そういったお話をいただいて、

例えば、このすばらしい阿蘇ということを生

かすのであれば、こういった取り組みという

のもおもしろいのではないかということで、

その場で知事から指示があったこともあり、

事業化をさせていただいたということで、そ

ういった成果にもつながっていくのかなと思

っております。 

 

○松田三郎委員 括弧でありますが、27年度

は、未来会議１回とリレー会議１回、たしか

何回かあったように記憶しておりますが、そ

の前も含めての回数、これ、ちなみに28年度

も予算というか計画はあるんでしたっけ。 

 

○吉田企画課長 28年度は、１回分予算を今

いただいて……。 

 

○松田三郎委員 決算ですから、余り先のこ

とは言いませんけれども、何回かして、今年

度１回、だんだんもう役割は終わっただろう

ということでしょうか。 

 

○吉田企画課長 ことしは地震がありました

ので、上半期には現実的には実施は不可能と

いうことで、回数を減らした形で予算のお願

いをさせていただいたところでございます。 
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○松田三郎委員 わかりました。以上ですけ

れども、質問は。議会の中では、どうだろう

か、もうそろそろというような──私は思っ

てませんよ。私は思っていませんけれども、

私以外の多くの議員からそういう話も聞きま

すので、おつなぎをしておきます。 

 以上です。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

  （「ありません」と呼ぶ者あり） 

○池田和貴委員長 なければ、済みません、

最後に私のほうから１つ。 

 皆さん方、いろんな事業をやっていただい

ております。その中で、定員管理もしなが

ら、人もどんどんどんどん減っていってるわ

けですよね。 

 今年度、これ決算なんですけれども、今年

度地震が起きて、本当にそういった大事態に

なっても、このまま本当に人員を削減どんど

んしていくことがいいことなのかどうなのか

と、やっぱりいろんな形で考えるきっかけに

なった部分もあるんじゃないかと思うんです

ね。 

 これは、来年度の決算委員会の話になって

しまうのであれなんですけれども、やっぱり

その辺はしっかり地震を踏まえた上で、皆さ

ん方の業務が、そういったものについて、人

員の配置とか、そういったことは本当に今の

ままでいいんだろうかというのは、ぜひ私考

えていただきたいというふうに思っておりま

す。 

 今回の決算の対象ではありませんが、ぜひ

そういったところも考えていただきたいとい

うことを皆さん方にはお伝えしたいというふ

うに思っているところでございます。 

 ほかに質疑もないようでございますので、

これで企画振興部の審査を終了したいと思い

ます。 

 これより、午後１時まで休憩をいたしま

す。 

  午前11時18分休憩 

――――――――――――――― 

  午後０時59分開議 

○池田和貴委員長 ちょっと時間よりも早い

ようですが、全員そろわれたようですので、

委員会を再開します。 

 それでは、これより健康福祉部の審査を行

います。 

 まず、執行部の説明を求めた後に、一括し

て質疑を受けたいと思います。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め

るために、着座のままで簡潔にお願いしま

す。 

 それでは、健康福祉部長から決算概要等の

総括説明を行い、続いて、担当課長から順次

説明をお願いいたします。 

 初めに、古閑健康福祉部長。 

 

○古閑健康福祉部長 平成27年度の決算の説

明に先立ちまして、昨年度の決算特別委員会

において、御指摘のありました施策推進上改

善または検討を要する事項等のうち、健康福

祉部関係につきまして、その後の措置状況を

御報告いたします。 

 １点目は、「未収金の回収については、厳

しい状況の中で、さまざまな債務者に対応し

ながら回収に努めていることは理解している

が、歳入の確保及び公平性の観点から、さら

に徹底した徴収に努めること。」でございま

した。 

 未収金の回収につきましては、部局長、関

係課長等で構成する健康福祉部収入未済金対

策会議及び各課担当者による収入未済金対策

プロジェクト会議において、部内の統一的な

取り組み方針を策定し、共通認識を持って収

入未済金発生の未然防止と徴収対策強化に取

り組んできたところでございます。 

 平成27年度の具体的な取り組みとしては、

滞納の要因を生活困窮や払い込み拒否等に分
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類し、分類に応じたきめ細かな催告を実施す

るとともに、年末及び年度末に徴収強化月間

を設定し、長期滞納者に対して重点的に催告

を行うなど、未収金の回収に努めてまいりま

した。 

 さらに、研修会を通じてのノウハウの共有

や徴収活動についての評価の実施による取り

組み意欲の向上など、本庁、地域振興局及び

関係出先機関が連携して徴収強化に取り組ん

でおります。 

 ２点目は、「不妊対策事業の不用額につい

て、利用件数は伸びてきているとのことだ

が、さらに事業の周知に努めること。」でご

ざいました。 

 不妊対策事業の周知につきましては、不妊

対策費助成制度の改正についてのチラシを産

婦人科医療機関で配布するとともに、助成制

度の情報を掲載したリーフレット「子供が欲

しいと思っているあなたへ パートナーと始

める妊活について」を作成し、市町村及び産

婦人科医療機関へ配布しております。 

 また、本年３月に開催された熊本産婦人科

学会の市民公開講座においても、制度の周知

を行いました。 

 平成27年度の申請件数は、平成26年度の

974件から3.2％減の943件となりましたが、

これにつきましては、申請回数の上限が10回

から６回に引き下げられたことが影響してい

るものと思われます。 

 また、平成28年１月末の治療終了者から、

初回治療の助成額15万円を最大30万円に拡充

するとともに、男性不妊治療を実施した場合

に最大15万円を上乗せして助成を行い、不妊

治療のニーズに対応しております。 

 続きまして、健康福祉部の平成27年度決算

概要について御説明申し上げます。 

 まず、歳入についてでありますが、一般会

計、母子父子寡婦福祉資金特別会計を合わせ

まして、収入済み額は247億円余で、調定額

に対する収入率は99.3％となっております。 

 不納欠損額は453万円余で、内容は、児童

保護費負担金等でございます。 

 また、収入未済額は１億5,700万円余で、

主なものとしましては、生活保護費返還徴収

金5,401万円余、母子父子寡婦福祉資金貸付

金の償還元金4,256万円余、児童保護費負担

金2,993万円余でございます。 

 次に、歳出でございますが、予算額1,466

億8,500万円余に対しまして、支出済み額は

1,401億2,000万円余となっております。 

 翌年度への繰越額は32億円余で、保育士修

学資金貸付等事業費補助等に関するものでご

ざいます。 

 また、不用額は33億6,400万円余で、主な

内容につきましては、扶助費や補助金などの

執行残でございます。 

 以上、決算の概要を御説明申し上げました

が、詳細につきましては、各課長が御説明い

たしますので、よろしく御審議のほどお願い

いたします。 

 

○池田和貴委員長 引き続き各課長から説明

をお願いいたします。 

 

○野尾健康福祉政策課長 健康福祉政策課で

ございます。 

 まず、本年度の定期監査の結果についてで

すが、当課への指摘事項はございませんでし

た。 

 次に、平成27年度の決算の説明をさせてい

ただきます。 

 お手元の説明資料２ページをお開きくださ

い。 

 まず、歳入についてでございますが、２ペ

ージ冒頭の使用料及び手数料、下段の国庫支

出金、続きまして、４ページの財産収入、５

ページ中段の繰入金、下段の繰越金及び６ペ

ージの諸収入については、いずれも不納欠損

額、収入未済額はありません。 

 次に、７ページからの歳出でございます。 
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 主なものを御説明いたします。 

 まず、民生費の中の社会福祉総務費でござ

いますが、支出済み額としては７億2,927万

円余となっております。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、７ページに記載しておりますが、不

用額2,395万円余につきましては、やさしい

まちづくり啓発事業の執行残などでございま

す。 

 また、繰越額３億4,413万円余でございま

すが、附属資料で御説明いたします。 

 附属資料の１ページをお願いいたします。 

 介護福祉士等修学資金貸付事業費補助など

でございますが、これは、いずれも国の経済

対策に伴い、２月に予算がついたもので、年

度内の事業執行は難しいため、繰り越したも

のです。 

 次に、説明資料に戻っていただいて、９ペ

ージをごらんください。 

 ９ページの災害救助費でございますが、支

出済み額は4,476万円余となっております。 

 主な事業は、備考欄に記載のとおりでござ

います。 

 なお、不用額936万円余につきましては、

平成24年度の熊本大水害に際し、阿蘇市に建

設いたしました応急仮設住宅の解体敷地の原

状復旧等の事業の執行残などでございます。 

 下段の公衆衛生総務費でございますが、支

出済み額は9,550万円余となっております。

  主な事業は、資料の備考欄に記載のとお

りでございます。 

 次に、10ページをごらんください。 

 10ページ上段の保健環境科学研究所費でご

ざいますが、宇土市にございます保健環境科

学研究所の運営費で、支出済み額は２億

8,058万円余となっております。 

 次に、保健所費でございますが、支出済み

額として16億8,154万円余となっておりま

す。 

 主な事業は、県下10カ所の保健所の運営に

係る経費でございます。 

 なお、不用額2,121万円余は、人件費及び

保健所の管理運営に係る執行残などでござい

ます。 

 健康福祉政策課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○岡﨑健康危機管理課長 健康危機管理課の

岡﨑です。よろしくお願いいたします。 

 まず、定期監査で１件指摘を受けておりま

すので、御説明いたします。 

 お手元の監査結果指摘事項をお願いいたし

ます。 

 指摘内容は、「肝炎医療費助成システム賃

貸借料の第１四半期分の支払が遅れ、平成27

年11月に遅延利息(600円)を支払っている。

支払手続においては、組織的なチェックを徹

底し、支払漏れ防止に努めること。」という

御指摘でございます。 

 これは、支払い手続の中で、当課で決裁が

終わった後、支払い手続が終了したものと思

い込み、関係書類を保管してしまい、会計課

への持ち込みがおくれたことにより生じたも

のでございます。 

 今後の再発防止策といたしまして、まず、

支出関係書類の決裁状況を経理担当者、事業

担当者双方で把握いたしますとともに、課内

で歳出管理票支出明細一覧等の書類の確認を

徹底するなど、期限内支払いを厳守してまい

りたいと思っております。 

 それでは、健康危機管理課の決算を御説明

いたします。 

 説明資料の11ページをお願いいたします。 

 まず、歳入ですが、11ページの使用料、手

数料、続きまして、12ページの国庫支出金、

14ページの財産収入、繰越金、それから15ペ

ージの諸収入がございますが、これらは、い

ずれも不納欠損額、収入未済額はありませ

ん。 
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 続きまして、歳出について主なものを御説

明いたします。 

 16ページをお願いいたします。 

 16ページ、まず、３段目の公衆衛生総務費

ですが、支出済み額として５億5,585万円余

となっております。 

 主な事業は、備考欄記載のとおりでござい

ます。 

 なお、１億760万円余の不用額が生じてお

りますが、これは、主に、肝炎対策事業のう

ち、肝炎治療の医療費助成の申請件数が見込

みを下回ったことによるものでございます。 

 次に、17ページをお願いいたします。 

 下段の食品衛生指導費ですが、支出済み額

が３億9,897万円余となっております。1,293

万円余の不用額が生じておりますが、これ

は、主に老朽化いたしました食品検査機器な

どの更新に伴う入札残でございます。 

 健康危機管理課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○谷口高齢者支援課長 高齢者支援課長の谷

口でございます。 

 まず、今年度の定期監査結果の指摘事項で

ございますが、指摘事項はございません。 

 次に、決算を説明させていただきます。 

 まず、歳入でございますが、お手元の委員

会説明資料の19ページをお願いいたします。 

 このページの使用料及び手数料、それから

次の20ページの中段の国庫支出金及び下段の

繰越金、次の21ページの諸収入までの全ての

歳入におきまして、不納欠損額、収入未済額

はございません。 

 なお、21ページの最下段の過年度収入の年

度後返納につきましては、予算現額はゼロと

なっており、収入済み額は240万円となって

おりますが、これは、軽費老人ホーム事務費

補助金について、１施設におきまして、過年

度に交付しました補助金を再確定したことに

伴います社会福祉法人からの返納金でござい

ます。 

 続きまして、22ページをお願いいたしま

す。 

 歳出について説明をいたします。 

 まず、民生費、社会福祉費のうち、老人福

祉費についてでございますが、事業の概要

は、備考欄に記載のとおりでございます。 

 予算現額は13億3,948万円余に対しまし

て、支出済み額は11億1,273万円余となって

おります。また、翌年度繰越額が１億9,560

万円ございますが、こちらにつきましては、

後ほど別冊の附属資料で御説明をいたしま

す。 

 次に、不用額としまして3,114万円余がご

ざいますが、これは、備考欄に記載のとお

り、軽費老人ホーム事務費補助事業等の所要

額が、当初見込みを下回ったこと等によりま

す執行残が主な理由でございます。 

 次に、23ページをお願いいたします。 

 下段の老人福祉施設費についてでございま

すが、事業の概要は備考欄に記載のとおりで

ございます。 

 予算現額16億8,879万円余に対しまして、

支出済み額が８億8,720万円余となっており

ます。翌年度繰越額は７億6,000万円ござい

ますが、先ほどの老人福祉費の繰り越しと合

わせまして、後ほど別冊の附属資料で御説明

をさせていただきます。 

 次に、不用額としまして4,159万円余がご

ざいますが、これは、備考欄の事業の概要に

記載しております施設整備に関して、市町村

補助を行います一番上に記載をしております

介護基盤緊急整備等事業におきまして、当初

計画されておりました施設整備が取り下げら

れたこと等によります執行残が主な理由でご

ざいます。 

 続きまして、別冊の附属資料の２ページを

お願いいたします。 

 繰越事業の説明をさせていただきます。 

 まず、この２ページから５ページの１段目
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までの施設開設準備経費助成特別対策事業に

ついてでございますが、合計で16件、１億

9,560万円の繰り越しを行っております。こ

れは、この後御説明いたします施設整備が当

初計画よりおくれたこと等に伴いまして、施

設開設にもおくれが生じたことで、施設開設

前の６カ月以内の準備経費を助成します本事

業につきまして、年度内の執行ができず、繰

り越しを行ったものでございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 この５ページの２段目の事業から７ページ

までが、介護基盤緊急整備等事業として施設

整備に対し助成する事業の繰り越しでござい

まして、合計で11件、７億6,000万円の繰り

越しを行っております。こちらは、施設整備

に伴いまして、設計の検討や建築確認等の諸

手続、さらには技術職員の不足等によりまし

て、不測の日数を要したことが主な繰り越し

の理由でございます。 

 なお、資料中の一番右の列に現在の進捗状

況を記載しておりますが、こちらは、本年９

月１日現在の状況でございます。 

 繰越事業につきましては、本年４月以降順

次完了をしておりまして、現時点では、12月

ごろまでには全ての事業が完了する予定とな

っております。 

 高齢者支援課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○松尾認知症対策・地域ケア推進課長 認知

症対策・地域ケア推進課の松尾でございま

す。 

 まず、今年度の定期監査の結果の指摘事項

でございますが、指摘事項はございませんで

した。 

 それでは、説明資料の24ページをお願いし

ます。 

 まず、歳入についてでございます。 

 使用料、手数料、国庫支出金、次のペー

ジ、25ページの財産収入、繰越金、さらに次

のページ、26ページの諸収入でございます

が、いずれも不納欠損額、収入未済額はござ

いません。 

 なお、戻っていただきまして、24ページを

お願いします。 

 下から２段目の地方創生加速化交付金の予

算現額に対します収入未済額との差額334万

円余がございますが、こちらは、国の経済対

策に伴う２月補正による事業実施のため、28

年度へ繰り越したものでございます。 

 次に、27ページをお願いいたします。 

 歳出について御説明いたします。 

 まず、民生費、社会福祉費の老人福祉費で

ございますが、事業概要は、備考欄記載のと

おりでございます。 

 予算現額243億5,927万円に対し、支出済み

額242億6,013万円余となっております。ま

た、9,579万円余の不用額が生じております

が、備考欄、事業概要の上から３番目の地域

支援事業交付金交付事業、その下の高齢者住

宅改造助成事業、また、その下の介護保険低

所得者対策特別事業において、市町村の事業

実績が当初の見込みを下回ったことが主な原

因でございます。 

 なお、334万円余の繰り越しが生じており

ますが、これは、後ほど別冊附属資料で御説

明をいたします。 

 次に、28ページをお願いいたします。 

 真ん中ほどの公衆衛生費の公衆衛生総務費

でございますが、事業概要は、備考欄記載の

とおりでございます。 

 予算現額9,501万5,000円に対し、支出済み

額8,107万円余となっております。1,393万円

余の不用額が生じておりますが、これは、在

宅医療連携推進事業において、助成団体の事

業実績が見込みを下回ったことと、また、多

様な住まいの場における看取り支援事業にお

いて、委託先の実績額が当初の見込みを下回

ったことなどが主な原因でございます。 

 次に、下段の医薬費の医務費でございます
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が、事業概要は、備考欄のとおりでございま

す。 

 予算現額2,535万9,000円に対し、支出済み

額1,652万円余となっております。 

 なお、883万円余の不用額が生じておりま

すが、これは、在宅歯科診療器材整備事業に

おいて、所要額が当初見込みを下回ったこと

が原因でございます。 

 次に、翌年度繰越額について御説明いたし

ます。 

 済みませんが、別冊附属資料の８ページを

お願いいたします。 

 事業名、中山間地域等創生による地域包括

ケア推進事業でございますが、この事業は、

国の経済対策によりまして、平成27年度２月

補正予算で事業化となりましたけれども、年

度内執行が困難であり、繰り越したものでご

ざいます。 

 また、右端の現在の進捗状況欄ですが、現

在、第１次募集を終えまして、１市町村で新

たな事業を開始する予定でございます。 

 認知症対策・地域ケア推進課は以上でござ

います。 

 よろしく御審議のほどお願いいたします。 

 

○吉田社会福祉課長 社会福祉課の吉田でご

ざいます。 

 まず、今年度の定期監査の結果につきまし

ては、指摘事項はございません。 

 次に、平成27年度の決算について御説明い

たします。 

 説明資料の29ページをお願いいたします。 

 まず、歳入について、29ページの使用料及

び手数料、国庫支出金から33ページの最下段

の繰越金まで、不納欠損額、収入未済額はご

ざいません。 

 次ページの34ページの諸収入につきまして

は、生活保護費返還徴収金などにおきまし

て、5,551万円余の収入未済額がございます

が、後ほど附属資料にて説明させていただき

ます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 35ページをお願いいたします。 

 まず、民生費のうち、社会福祉費でござい

ますが、社会福祉総務費の不用額692万円余

は、貸付原資補助におきまして国からの内示

額が予算額を下回ったことなどによるもので

ございます。 

 下段の遺家族等援護費の不用額1,067万円

余は、中国からの引揚者の方への扶助費の所

要額が見込み額を下回ったものでございま

す。 

 36ページをお願いいたします。 

 生活保護総務費の不用額4,133万円余につ

きましては、生活困窮者自立支援プラン推進

事業などの執行残でございます。 

 また、３億5,198万円余の翌年度繰越額に

つきましては、後ほど附属資料にて説明させ

ていただきます。 

 37ページをお願いいたします。 

 扶助費の不用額１億9,139万円余は、生活

保護費所要額が見込み額を下回ったことによ

るものでございます。 

 歳入歳出決算の状況は以上でございます。 

 続きまして、別冊附属資料の９ページをお

願いいたします。 

 繰越事業について御説明いたします。 

 国の経済対策により２月補正で計上いたし

ました保護施設の整備事業で、年度内の事業

完了が困難となったため、繰り越しておりま

す。 

 なお、本整備につきましては、平成29年３

月中旬に竣工予定でございます。 

 続きまして、16ページをお願いいたしま

す。 

 収入未済の状況とその対策について御説明

いたします。 

 まず、歳入決算の状況でございますけれど

も、上段の生活保護世帯進学応援資金貸付金

回収金におきまして105万円余、３段目の雑
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入におきまして4,000円の収入未済が生じて

おります。この２つは、進学応援資金貸し付

けに係る償還金及び遅延利息でありまして、

卒業後、継続した就労につながらないという

経済的理由等で滞っているものでございま

す。 

 また、２段目の生活保護費返還徴収金にお

きまして5,401万円余、最下段の年度後返納

におきまして44万円余の収入未済額が生じて

おります。生活保護費返還徴収金とは、窮迫

等の場合に資力があるにもかかわらず支給し

た保護費を返還させる場合や、不正受給した

保護費を徴収するものがございます。 

 また、下段の年度後返納は、保護費の過払

い金を返納させるものでございます。 

 いずれも債務者が生活保護受給中や生活困

窮の状況にあり、収入未済となっているもの

でございます。 

 17ページをお願いいたします。 

 過去３カ年の推移でございます。 

 下段から４段目の生活保護費返還徴収金に

つきましては、被保護世帯数の増加や課税調

査の徹底などに伴い、返還徴収金の調定額自

体が増加傾向にありまして、徴収努力の取り

組みを行っているにもかかわらず、年々増加

しております。 

 18ページをお願いいたします。 

 収入未済額の状況でございます。 

 債務者153名のうち、定期的に分割納付が

行われているケースが90名、生活困窮や納付

に非協力、その他破産手続中といった理由に

より、63名が滞納しております。 

 次に、４の未収金対策でございます。 

 生活保護費返還徴収金の債権管理の強化と

しまして、丸の２番目に記載しておりますよ

うに、年２回催告強化期間を設定し、未収金

回収に向けた家庭訪問等を実施しておりま

す。 

 また、福祉事務所への指導の徹底としまし

て、平成27年度からは、丸の２番目に記載し

ておりますように、福祉事務所からの未収金

の報告に対しまして、本庁で評価し、その結

果を福祉事務所にフィードバックすることで

徴収の向上を図っております。 

 最後に、生活保護世帯進学応援資金貸付金

回収金につきましては、担当のケースワーカ

ーと連携して、督促や償還の促進に取り組ん

でおります。 

 今後とも、引き続き、滞納者の家庭訪問や

電話による催告等により、未収金の解消に取

り組んでまいります。 

 社会福祉課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○奥山子ども未来課長 子ども未来課の奥山

でございます。 

 まず、定期監査の結果でございますが、指

摘事項はございませんでした。 

 それでは、平成27年度決算を御説明いたし

ます。 

 説明資料の38ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 分担金、負担金の上から３段目の未熟児養

育費負担金でございますが、保護者から徴収

する負担金につきまして、不納欠損、収入未

済がございましたので、後ほど別冊の附属資

料で御説明いたします。 

 その他の歳入項目については、不納欠損、

収入未済はいずれもございませんでした。 

 次に、39ページをお願いいたします。 

 国庫支出金でございますが、１ページめく

っていただきまして、40ページをごらんくだ

さい。 

 １段目の保育対策総合支援事業費補助は、

保育士修学資金貸付事業の貸付原資分に当た

る補助金ですが、７億1,000万円余の減額、

それと、３段目の地域少子化対策強化交付金

は、県や市町村が行う結婚支援事業に対する

交付金ですが、8,000万円余の減額、４段目

の結婚新生活支援事業費補助は、低所得者向
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けに結婚に伴う生活費の補助を行う事業です

が、2,000万円余の減額となっております。

これらの金額は、主に27年度の２月補正予算

において、国の経済対策に伴い、計上した分

でございまして、いずれも28年度に事業実施

を繰り越したことによる減でございます。 

 次に、１ページ飛ばしまして、42ページを

お願いいたします。 

 歳出について、主なものを御説明いたしま

す。 

 まず、民生費でございますが、もう１ペー

ジ飛びまして、43ページをごらんください。

 １段目の児童福祉総務費につきまして、不

用額9,000万円余が生じております。これ

は、放課後児童クラブの運営費である児童健

全育成事業や、一時保育事業などの費用であ

る子育て支援強化事業費補助金における市町

村の所要額の減によるものでございます。 

 翌年度繰越額８億円余につきましては、後

ほど別冊附属資料で御説明いたします。 

 次に、その下の児童措置費でございます

が、３億9,000万円余の不用額が生じており

ますが、これは、保育所等の運営費となる施

設型給付費や地域型保育給付費における市町

村の所要額の減でございます。 

 次に、44ページをお願いいたします。 

 児童福祉施設費でございます。 

 不用額6,000万円余が生じておりますが、

これは、保育所の延長保育などの費用である

特別保育総合推進事業における市町村の所要

額の減などによるものでございます。 

 次に、その下の公衆衛生総務費でございま

す。 

 不用額の１億円余につきましては、乳幼児

医療費や小児慢性特定疾病対策事業におい

て、医療費の実績額が見込みより少なかった

ことによる執行残でございます。 

 歳出は以上でございます。 

 次に、別冊の附属資料をお願いいたしま

す。附属資料の10ページをお願いいたしま

す。 

 繰越事業について御説明いたします。 

 先ほど歳入の際に御説明させていただいた

内容と重複いたしますが、３つとも全て国の

経済対策事業で、27年度２月補正で予算化

し、繰り越したものでございます。 

 いずれも、現在、実施主体において順次事

業を実施しているところでございます。 

 次に、19ページをお願いいたします。 

 未熟児養育医療費に伴う保護者負担金に係

る収入未済についてでございます。 

 １の平成27年度歳入決算の状況ですが、不

納欠損が２万5,000円、収入未済額が32万

6,000円となっております。 

 次に、２の収入未済額の推移ですが、平成

26年度から27年度にかけては、収入未済額が

10万円余の減額になっております。 

 次に、３の収入未済額の状況ですが、債務

者数は全部で15名でございまして、分割納付

中が４名、生活困窮が１名、電話や文書への

応答がないといった非協力的な方が10名とな

っております。 

 次に、４の未収金対策ですが、平成25年度

実施分から市町村に権限移譲されたため、26

年度以降は新たな債務は発生しておりませ

ん。現在分納を行っている者については、納

付が滞る場合は電話催告を行っており、平成

27年度は、３名が完納、３名が一部納付いた

しました。また、それ以外の滞納者へは、文

書、電話、訪問による催告を行っているとこ

ろであり、今後も粘り強く未収金解消に努め

てまいります。 

 次に、32ページをお願いいたします。 

 不納欠損について御説明いたします。 

 未熟児養育医療費負担金について、所在不

明等により時効中断の措置がとれず、債権が

消滅した４名分の12件、２万5,000円を不納

欠損処分としております。 

 子ども未来課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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○冨永子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課、冨永でございます。 

 まず、定期監査の結果ですが、指摘事項は

ございません。 

 それでは、決算の状況について御説明いた

します。 

 説明資料の45ページをごらんください。 

 まず、歳入の主なものについて御説明いた

します。 

 一番上にございます分担金及び負担金の児

童保護費負担金は、児童養護施設等への児童

の入所措置に伴って保護者から負担をいただ

くものですが、不納欠損とそれから収入未済

がございますので、後ほど別冊の附属資料で

御説明いたします。 

 次の使用料及び手数料、国庫支出金、それ

から、次、46ページでございますが、財産収

入につきましては、いずれも不納欠損、収入

未済はございません。 

 46ページをお願いいたします。 

 国庫補助金でございますが、ひとり親対策

事務費補助、それからその次の児童福祉施設

整備費補助につきましては、いずれも平成27

年度の経済対策として２月補正で予算化した

事業でございます。28年度に繰り越したた

め、予算現額と収入済み額との差が生じてお

ります。後ほど附属資料で御説明いたしま

す。 

 引き続きまして、47ページをお願いいたし

ます。 

 諸収入でございます。 

 上から２段目の児童福祉施設等運営受託事

業収入は、県立清水が丘学園への熊本市によ

る措置児童の入所が見込みよりも多かったた

めに、4,400万円余の増額となりました。 

 一番下の段の雑入の年度後返納は、児童扶

養手当の過年度分の返納金となります。不納

欠損と収入未済がございますので、後ほど附

属資料で御説明いたします。 

 歳入については以上です。 

 次に、歳出の主なものについて御説明いた

します。 

 48ページをお願いいたします。 

 まず、民生費についてですが、下から２段

目の社会福祉施設費について、主な事業は備

考欄に記載のとおりですが、不用額は、女性

一時保護管理運営費、これの所要額が見込み

より少なかったことなどによるものでござい

ます。 

 49ページをお願いいたします。 

 上段の児童福祉総務費で、主な事業は備考

欄に記載しておりますが、不用額は、市町村

事業に対する補助について、市町村の所要額

が、実績が見込みよりも少なかったことによ

るものでございます。 

 次に、児童措置費でございます。 

 主な事業は備考欄に記載しておりますが、

不用額は、児童手当市町村交付金の実績額が

見込みより少なかったことによるものでござ

います。 

 次に、50ページをごらんください。 

 上段の母子福祉費でございます。 

 こちらは不用額がございます。不用額は、

ひとり親家庭等医療費助成事業の所要額が見

込みよりも少なかったことによるものでござ

います。 

 次に、児童福祉施設費でございます。 

 主な事業は備考欄に記載しておりますが、

不用額は、中央一時保護所に保護した子供た

ちでございますが、扶助費の実績額が見込み

よりも少なかったことによるものでございま

す。 

 51ページをごらんください。 

 こちらは、母子父子寡婦福祉資金の特別会

計でございます。 

 こちらの歳入でございます。 

 上段の繰越金でございますが、こちらは、

前年度からの繰越金が増額をさせてもらった

ものでございます。 
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 中段の貸付金償還元金と最下段にございま

す年度後返納でございますが、不納欠損と収

入未済がございますので、こちらも附属資料

で後ほど説明させてください。 

 52ページをお願いいたします。 

 母子父子寡婦福祉資金特別会計の歳出でご

ざいます。 

 不用額は、貸付実績が去年は201件でござ

いました。見込みよりも少なかったことによ

るものでございます。 

 別冊の附属資料で説明をさせてください。 

 まず、繰越事業でございます。 

 附属資料の11ページをお願いいたします。

11ページになります。 

 ひとり親家庭等への高等職業訓練の貸付事

業とそれから児童養護施設を退所した方を対

象とする自立支援の資金の貸付事業におきま

して、いずれも国の経済対策でございまし

て、28年度に繰り越して実施するものでござ

います。現在の進捗状況のところに０％とご

ざいますが、９月末、国庫補助の交付決定が

なされたばかりのところでございまして、今

後事業の実施主体となります県社会福祉協議

会に補助手続を行ってまいりたいと思ってお

ります。 

 次に、収入未済について御説明いたしま

す。20ページでございます。 

 児童保護費負担金の収入未済でございま

す。これは、児童養護施設等へ児童の入所措

置をした場合、保護者から負担金をいただく

ものでございます。 

 まず、１の平成27年度の状況についてでご

ざいますが、不納欠損額が300万円余、それ

から収入未済額が2,900万円余となっており

ます。 

 児童保護費負担金は、保護者の所得に応じ

て御負担いただく仕組みとなっております

が、全体的に所得が低い世帯が多いこと、そ

れから、虐待やネグレクトなどを認めない親

から――措置についても認めておられない保

護者がおられまして、なかなか徴収が困難な

状況でございます。 

 次に、２の収入未済額の推移でございます

が、３年間の動きを書いてございます。年々

減少しておりまして、平成27年度は、前年度

から額にして37万円余の減となりました。 

 次に、３の収入未済額の状況ですが、債務

者数が187人となっております。そのうち、

分割納付中の方が14名、生活困窮により納付

していない者が74名と、全体の約４割が生活

困窮者ということでございます。また、虐待

を認めないことなどにより債務を否認してい

らっしゃるという方が21名、納付に非協力的

な方が24名となっておりまして、この２つを

合わせますと、納付の意識が非常に低いケー

スが全体の24.1％という状況でございます。 

 21ページをお願いします。 

 こちらの児童保護費負担金の未収金の対策

でございますが、徴収強化月間を設定いたし

まして、長期滞納者に対しては重点的に催告

を実施いたしました。 

 また、未然防止対策につきましては、保護

者への意識づけとして、施設に入所される時

点におきまして、この負担金の制度の趣旨、

負担金の滞納処分等々につきまして、保護者

には十分説明をし、理解を得る努力をしてお

ります。また、口座振替の手続等を積極的に

指導したりをしておるところでございます。 

 なお、今年度も、引き続きまして、未納発

生の初期段階から対策をとりまして、滞納の

慢性化を防止する取り組みを行うなど、未収

金対策に取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

 22ページをごらんください。 

 こちらは、児童扶養手当の返納金の収入未

済でございます。これは、児童扶養手当を受

ける資格を失った後にも手当を引き続き受給

していたために、返納が生じたものとなりま

す。収入未済額が2,000万円余となっており

ます。 
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 ２の収入未済額の推移ですが、27年度は、

前年度から額にして190万円余の減となって

おります。 

 ３の収入未済額の状況ですが、債務者は66

名となっております。その内訳ですが、最も

多いのが分割納付中で59名となっておりまし

て、債務者の約９割でございます。 

 23ページをお願いいたします。 

 未収金対策でございますが、年金事務所へ

年金の受給の一斉照会等の実施等を行いま

す。また、債務者や徴収の困難性によりまし

て、分類に分けまして、その対策をとってい

るところでございます。 

 また、地域振興局におきまして対策を強化

しておりまして、その報告をいただき、各振

興局の滞納整理の結果をフィードバックする

など、努力しております。 

 なお、今年度につきましても、前年度の未

収金額を減少させるという目標を達成するた

めに、引き続き努力していきたいと思ってお

ります。 

 次に、24ページをお願いいたします。 

 母子家庭等に対し、学校の入学金、授業

料、生活資金などを貸し付ける母子父子寡婦

福祉資金貸付金の償還金に関するもので、収

入未済額が4,200万円余となっております。 

 下段の年度後の返納は、学校を中退した場

合など、借り主の都合によりまして貸付期間

中に貸し付けをやめる場合に発生するもので

ございます。未済額50万円余となっておりま

す。 

 次に、２の未済額の推移ですが、27年度

は、前年度から額にして60万円余の増となっ

ております。 

 25ページをお願いいたします。 

 ３の収入未済額の状況ですが、債務者が

243名でございます。半分以上の128名が分割

納付中ということでございます。 

 ４の未収金対策でございますが、先ほど児

童扶養手当の返納金の未収金対策で御説明し

たものとおおむね同様の取り組みを行ってい

るところでございます。 

 33ページの不納欠損処分について御説明い

たします。33ページをお願いいたします。 

 備考欄に記載のとおり、児童保護費負担金

につきまして、債務者の行方不明等により時

効中断の措置がとれませんで、債権が消滅し

た777件、300万円余を不納欠損処分としてお

ります。 

 34ページをお願いいたします。 

 児童扶養手当の返納金につきまして、債務

者が死亡し、相続人の相続放棄の手続中に時

効が到来した１件、14万円余を不納欠損処分

としております。 

 続きまして、35ページをお願いいたしま

す。 

 母子父子寡婦福祉資金貸付金の償還金につ

いて、貸し付けの相手方と連帯保証人がとも

に破産したために、今後の回収の見込みがな

いとしまして、１件、20万円余を不納欠損処

分としております。 

 子ども家庭福祉課は以上でございます。 

 よろしく御審議のほどお願いいたします。 

 

○井上障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 まず、今年度の定期監査の結果でございま

すが、指摘事項はございません。 

 平成27年度の決算について説明いたしま

す。 

 まず、歳入についてですが、説明資料の53

ページをお願いいたします。 

 分担金及び負担金につきましては、不納欠

損額が35万円余、収入未済額が総額で471万

円余ございます。 

 次に、54ページをお願いします。 

 使用料及び手数料につきましては、不納欠

損額はありませんが、収入未済額が合わせて

13万円余ございます。 

 次に、56ページの下から２段目からが国庫
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支出金、61ページの中ほどからが財産収入、

次の62ページの下段が繰入金、63ページ上段

が繰越金でございますが、いずれも不納欠損

額及び収入未済額はございません。 

 続きまして、63ページの上から２段目から

が諸収入でございます。諸収入につきまして

は、収入未済額が11万円余ございます。 

 不納欠損及び収入未済につきましては、後

ほど附属資料で説明いたします。 

 次に、歳出について説明いたします。主な

ものについて説明いたします。 

 65ページをお願いします。 

 まず、障害者福祉費におきまして、不用額

が６億2,107万円余生じております。不用額

が生じた理由といたしましては、主に、重度

心身障害者医療費助成事業、精神通院医療費

及び障害福祉サービス費等負担事業の実績が

所要見込み額を下回ったこと、また、障害者

福祉施設整備費、これは平成27年度の経済対

策分でございますが、これが国からの内示が

なかったことなどによるものでございます。 

 なお、繰り越しが8,963万円余発生してお

りますが、これにつきましては、後ほど附属

資料で説明いたします。 

 続きまして、67ページの下段が児童福祉施

設費でございますが、3,009万円の不用額が

生じております。これは、主にこども総合療

育センターの非常勤職員の報酬額等の実績が

所要見込み額を下回ったことによるものでご

ざいます。 

 次に、68ページをお願いいたします。 

 精神保健費でございますが、2,209万円余

の不用額が生じております。これは、主に精

神保健医療費等の対象となる措置入院の実績

が当初見込みを下回ったことによるものでご

ざいます。 

 次に、附属資料の12ページをお願いいたし

ます。 

 繰越事業について説明いたします。 

 障がい者福祉施設整備費で8,963万円余の

繰り越しを行っております。これは、入札が

不調となりましたことから、設計変更などに

時間を要したことから繰り越しとなったもの

でございます。年度内の完成予定でございま

す。 

 次に、収入未済について説明いたします。 

 26ページをお願いいたします。 

 まず、児童保護費負担金につきましては、

平成27年度は、現年度分、過年度分を合わせ

て462万1,000円の収入未済額が発生しており

ます。これは、障害児施設への入所措置に伴

う扶養義務者負担金でございますが、債務者

の生活困窮等のために、納入がなされていな

いものでございます。 

 次に、27ページをお願いいたします。 

 こども総合療育センター負担金の未収金

が、現年度分、過年度分合わせて９万5,000

円ございます。これは、センターへの入所措

置に伴う扶養義務者負担金ですが、平成27年

度末の債務者３人のうち、１人は分納納付中

で、１人につきましては、債務の否認のため

に、納入がなされておらず、１人について

は、熊本地震の影響のために、納付が遅延し

ているものでございます。 

 次に、28ページをお願いします。 

 こども総合療育センター使用料の未収金

が、現年度、過年度分も合わせて13万3,000

円ございます。これは、契約による入所、通

園及び外来受診に係る本人負担分等でござい

まして、保護者の生活困窮などにより未収金

となったものです。このうち、現年度分の８

万9,000円については、本年７月に完納とな

っております。 

 次に、29ページをお願いします。 

 こども総合療育センターに係る雑入の未収

金が、現年度分、過年度を合わせて６万

3,000円ございます。内容は、入所児童に付

き添う保護者の食費でございまして、生活困

窮等により未収金となったものでございま

す。こちらにつきましても、現年度分の５万
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2,000円につきましては、本年７月に完納と

なっております。 

 次に、30ページをお願いいたします。 

 年度後返納による未収金が４万9,000円ご

ざいますが、内容は、過年度分の心身障害者

扶養共済の過払い年金でございます。 

 未収金対策としましては、それぞれのペー

ジの下段に記載しているとおり、電話や文書

による催告等により、徴収の促進に努めてい

るところでございます。 

 次に、不納欠損について説明いたします。 

 36ページをお願いいたします。 

 児童保護費負担金に係る不納欠損が、合計

で124件、35万円余生じております。これ

は、債務者の行方不明等により時効中断の措

置がとれず、時効により債権が消滅したもの

について、不納欠損処分を行ったものでござ

います。 

 次に、未登記について説明いたします。37

ページをお願いいたします。 

 未登記として計上しておりますのは、合志

市にあります旧肥後学園敷地の一部でござい

ます。平成27年度末時点における未登記用地

が１筆ございましたが、名義上の相続人との

交渉の結果、承諾が得られ、本年６月に登記

が完了し、未登記を解消しております。 

 以上で障がい者支援課の説明を終わりま

す。 

 御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

 

○松岡医療政策課長 医療政策課の松岡でご

ざいます。 

 まず、監査による指摘事項はございませ

ん。 

 説明資料の70ページをお願いいたします。 

 歳入について、主なものを説明いたしま

す。 

 70ページの使用料及び手数料、それと、71

ページの国庫支出金については、不納欠損

額、収入未済額はありません。 

 72ページをお願いします。 

 国庫支出金でございます。 

 最下段の医療施設等施設整備費補助で、予

算現額と収入済み額に５億4,440万円余の差

がありますが、一部の国庫補助事業につい

て、国からの採択がなかったことによるもの

でございます。主なものは消防設備、いわゆ

るスプリンクラーの整備に係るものでござい

ます。 

 73ページの財産収入及び74ページの繰入金

については、不納欠損額、収入未済額はござ

いません。 

 75ページをお願いします。 

 繰入金の１段目、地域医療再生基金繰入

金、予算現額と収入済み額に4,990万円余の

差がありますが、基金の活用事業の実績減で

ございます。 

 同じく２段目、地域医療介護総合確保基金

の繰入金も２億3,146万円余の差がありま

す。これも、実績に伴う減となっておりま

す。 

 いずれの基金も、関係課の事業をまとめて

当課のほうで計上しております。基金関係の

全体の予算、収入予算ということになってご

ざいます。 

 下段の繰越金については、不納欠損額、収

入未済額はございません。 

 76ページをお願いします。 

 76ページ、下段の看護師等修学資金貸付金

償還金で337万円余の未済額がありますが、

内容につきましては、後ほど附属資料で説明

させていただきます。 

 続きまして、歳出について御説明いたしま

す。 

 78ページをお願いいたします。 

 公衆衛生総務費について、不用額が７億

2,041万円余生じております。主な理由です

が、事業の概要の５つ目のところにございま

すが、先ほど収入で申し上げましたが、医療
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施設消防用施設設備費の一部について、国の

不採択があったこと並びに事業計画の変更等

によるものでございます。 

 繰越額については、後ほど附属資料で御説

明いたします。 

 79ページをお願いします。 

 最下段の医務費について、不用額が875万

円余ございますが、へき地医療施設運営費な

どの経費節減によるものでございます。 

 80ページをお願いいたします。 

 保健師等指導管理費について、不用額が

3,514万円余ございますが、看護職員確保の

ための病院内保育所運営費補助の実績減など

によるものでございます。 

 次に、資料かわりまして、附属資料の13ペ

ージをお願いいたします。 

 繰越事業について御説明をいたします。 

 13ページの１段目から４段目までが脳卒中

等医療推進事業で、地域医療介護総合確保基

金を活用した設備整備に対する助成事業でご

ざいます。国の内示を受け、昨年の12月補正

予算で計上しましたが、整備を予定していた

医療機器の年度内整備が困難となりましたの

で、繰り越しをしたものでございます。現

在、いずれの事業も完了をしております。 

 ５段目から次の14ページの５段目までが小

児・周産期医療充実のための医療機器等の整

備事業です。こちらは、国の経済対策として

平成28年２月補正で計上いたしましたが、国

の内示が28年度となりましたので、繰り越し

たことで進捗が０％となっております。 

 最下段、看護職員確保総合推進事業は、病

院内保育所の施設整備に対する助成でござい

ます。整備予定地に高圧電線等が埋設してあ

ることが判明して、計画の変更に時間を要す

るということで繰り越しをされたものです。

この事業は、現在熊本地震の影響で事業者側

の御都合により復旧工事を優先されており、

現在取り下げとなっております。 

 次に、収入未済について御説明をいたしま

す。 

 31ページをお願いいたします。 

 看護師等修学資金貸付金償還金について、

337万円余の収入未済がございます。この修

学資金は、卒業後、県内の病院や診療所等で

５年間継続して看護業務に従事した場合は返

還が免除されることになっておりますが、免

許が取得できない方や県外の病院に勤務され

た場合には、返還義務が生じるものでござい

ます。 

 いずれの債務者も、経済状況によって返還

が滞った方で、３の収入未済額の状況の表に

ありますとおり、12名の債務者がいらっしゃ

います。回収に当たりましては、４の未収金

対策に記載しておりますが、１カ月以上滞納

があり、本人が督促に応じない場合には、連

帯保証人に対して請求督促を行うなど、保証

人への働きかけを強化しております。 

 また、新規貸し付けに当たりましては、個

人面談を行い、修学資金の趣旨や制度に対す

る説明を十分行った上で、新たな未収金の発

生防止にも取り組んでおります。今後も、滞

納者につきましては、本人や連帯保証人の生

活状況を確認した上で、分納などの確約をと

って滞納の累積防止に取り組むこととしてお

ります。 

 医療政策課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○髙水国保・高齢者医療課長 国保・高齢者

医療課の髙水でございます。 

 まず、今年度の定期監査の結果でございま

すが、指摘事項はございません。 

 次に、平成27年度の決算について御説明い

たします。 

 説明資料の81ページをお願いいたします。 

 まず、歳入について御説明いたします。 

 分担金及び負担金、国庫支出金、めくって

いただきまして、82ページの財産収入、繰入

金、諸収入について、いずれも不納欠損額、
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収入未済額はございません。 

 なお、４段目の繰越金の国民健康保険広域

化等支援基金繰入金につきまして、予算現額

と収入済み額との比較が399万円の減となっ

ておりますが、これは、基金活用事業の実績

減に伴う基金取り崩し額の減額によるもので

ございます。 

 続きまして、83ページをお願いいたしま

す。 

 歳出について、主なものを御説明いたしま

す。 

 上段、民生費の国民健康保険指導費でござ

いますが、不用額が1,027万円余となってお

ります。これは、備考欄に記載しております

ように、市町村の保険料(税)システム改修補

助金が見込みより少なかったこと、高額医療

費共同事業負担金が見込みより少なかったこ

とによる執行残でございます。 

 国保・高齢者医療課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○坂本健康づくり推進課長 健康づくり推進

課、坂本でございます。 

 まず、今年度の定期監査についてですが、

指摘事項はございません。 

 説明資料の84ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございます。 

 使用料及び手数料について、不納欠損額、

収入未済額はありません。 

 次に、国庫支出金についても不納欠損額、

収入未済額はありませんが、予算現額と収入

済み額の差が大きなものを御説明いたしま

す。 

 84ページの一番下をお願いいたします。 

 衛生費国庫補助金のうち、地域保健医療推

進費補助については、市町村が実施する健康

増進事業の所要額が見込みより少なかったた

め、収入済み額が予算現額より521万1,000円

少なくなっております。 

 85ページをお願いいたします。 

 上から２段目の難病対策費補助について、

予算現額と収入済み額との差が867万9,000円

となっておりますが、これは、主に特定疾患

治療費の所要額が見込み額を下回ったことに

よるものでございます。 

 次の段の地方創生加速化交付金について

は、予算現額と収入済み額の差、1,900万と

なっておりますが、これは、平成27年度国の

経済対策に係る補正予算により事業化した健

康長寿推進事業に対する交付金で、平成28年

度へ繰り越したことによるものです。 

 次に、86ページをお願いいたします。 

 繰越金及び諸収入について、不納欠損額、

収入未済額はございません。 

 次に、歳出でございます。 

 87ページをお願いいたします。 

 衛生費でございます。 

 公衆衛生総務費の主な事業は、備考欄に記

載しているとおりでございます。 

 不用額の３億3,243万1,000円のうち、主な

ものは、備考欄の上から３段目、指定難病医

療費が見込み額を下回ったことによる執行残

の２億5,588万円余で、そのほか、原爆被爆

者に対する手当支給や市町村健康増進事業が

見込みを下回ったことによる執行残でござい

ます。 

 88ページをお願いいたします。 

 予防費でございます。これは、ハンセン病

に関する事業費で、不用額の156万5,000円

は、扶助費の執行残でございます。 

 次に、繰り越し事業について御説明いたし

ます。 

 附属資料のほうをお願いいたします。 

 附属資料の15ページをお願いいたします。 

 健康長寿推進事業につきましては、平成27

年度国の経済対策による事業で、県民総ぐる

みの健康づくりを推進いたします。 

 くまもとスマートライフプロジェクトのさ

らなる普及啓発に取り組むもので、健康づく

りに関します情報発信や健康づくりの好事例
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等を行うものであります。 

 平成28年２月議会で御承認をいただきまし

たが、年度内に事業の執行期間が確保でき

ず、1,900万を繰り越したものです。 

 なお、事業完了は平成29年３月を予定して

います。 

 健康づくり推進課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○稲生薬務衛生課長補佐 薬務衛生課の稲生

と申します。本日は、課長の大川が入院療養

のため出席できませんので、私のほうから説

明させていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 まず、本年度の定期監査につきましては、

指摘事項はございません。 

 決算の説明に移らせていただきます。 

 まず、歳入についてでありますが、説明資

料の89ページの使用料及び手数料、それから

90ページの国庫支出金、91ページの繰越金及

び諸収入についてですが、いずれも不納欠損

額、収入未済額はございません。 

 なお、それぞれの収入につきまして、予算

現額と収入済み額とに差が生じております

が、主な理由は、備考欄に記載しておるとお

りでございます。 

 次に、歳出につきまして、主なものを御説

明申し上げます。 

 94ページをお願いいたします。 

 薬務費につきまして、不用額397万円余が

生じておりますが、これは、特定疾病の発生

がなかったため、国有ワクチンの払い下げの

ための経費が不要であったこと、さらに、後

発医薬品安心使用啓発協議会の開催等の減及

び旅費、需用費等の経費節減によるものでご

ざいます。 

 薬務衛生課は以上でございます。 

 よろしく御審議のほどお願い申し上げま

す。 

 

○池田和貴委員長 以上で健康福祉部の説明

が終わりました。 

 ここで５分間休憩をしたいと思います。大

体２時10分ぐらいから会を再開したいと思い

ます。 

  午後２時４分休憩 

――――――――――――――― 

  午後２時11分開議 

○池田和貴委員長 それでは、委員会を再開

したいと思います。 

 質疑を受けたいと思います。質疑はござい

ませんでしょうか。 

 

○松田三郎委員 冒頭、古閑部長から、未収

金の解消について、大分熱心に対策会議とか

プロジェクト会議をつくって取り組んでいた

だいているとか、あと、ほかの部局にも言え

ることかもしれませんが、とりわけ、それぞ

れ各課の説明を聞きますと、この辺とか、冨

永課長のところ、ある意味では相手のあるこ

とで、特殊事情があってのこと、健福の場合

ですね、必然のことだと思っております。た

だ、どの部局も非常に、県庁職員ですね、恐

らく皆さん本業でといいますか、普通の仕事

でも忙しいのに、なおかつ、さっき吉田課長

の御説明でも、福祉事務所とか振興局の御協

力いただいているということは、多分回収に

は、仕事が終わって時間外でとか、相手によ

ってはもう夜しかおんならぬとか、そういう

のも多いと、なかなか、これは未収金がある

からけしからぬという意味じゃなくて、職員

の方も、県庁に入ってこがん仕事ばずっとせ

なんとかというと、なかなかモチベーション

も上がらない、それで、そういう表現もあっ

たんだと思っております。 

 以前、私、決算委員会にいるときも同じよ

うな質問をした記憶がありますが、例えば税

金なんか、例えば法律でどっかに委託すると

か、公権力の行使の最たるもんでしょうが、

ほかにも、もしかすると、制約はあるかもし
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れませんが、さっき言いましたように、もと

もとの仕事でも忙しい方々が、皆さんが、な

おかつ、時間外とか、もしかすると、休日も

利用して、相手によっては回収に何度となく

赴かなければならない、電話もしなければな

らないと。そういうのを考えると、庁内のこ

ういう組織はもちろん必要でしょうけれど

も、せっかく分類をしていただいて、非協力

的とかあるいは債務の否認なったら、なかな

か回数行ったから協力してもらえるというこ

ともちょっと期待できないようなことについ

ては、しかるべき措置なり、あるいは、可能

であるならば、どっかですね、皆さんは本業

に専念していただいて、どっかに徴収なり回

収の部分を委託するとかというのが果たして

可能なのかが１点。そうしたほうが、ただ金

額だけの問題じゃなくて、長い目で見ると、

県にとって、あるいは県庁職員にとってプラ

スが大きいのかなというような感じをずっと

持っておりますが、その辺のことはどうでし

ょうか。部長かあるいは課長、局長でも結構

でございます。 

 

○吉田社会福祉課長 社会福祉課でございま

す。 

 直接的のお答えになるかどうかわかりませ

んけれども、社会福祉課のほうも、ずっと未

収金の増加が依然ふえてまして、なかなかや

っぱり職員だけでの対応というのは難しい状

況がありました。それで、特に生活保護の場

合は、保護をまだ受け続けている方は、ケー

スワーカーの訪問活動の中で接触が比較的で

きますけれども、保護を脱却した人とか、例

えば転居してほかのところに行ったとかいう

場合はなかなか対応が薄くなってきてました

ので、ことしからは、委託じゃありませんけ

れども、非常勤職員の方を入れて対応してお

ります。非常勤職員の方は、民間企業でやっ

ぱり債権管理をされた方、公募で募集をかけ

まして、その人、１人雇ってやっているとい

うふうな状況です。 

 主に、今申し上げましたように、長期滞納

の方で保護を自立した人とか、よそに転居し

た人なんかに対応してもらっています。いろ

いろ電話督促とかやってもらって、いま提訴

数にして24名ぐらい対応してもらっています

けれども、金額にすると、未収金の半額ぐら

い。そのうち、10名ぐらいから、わずかでは

ありますけれども、取れているような状況に

なっています。 

 

○松田三郎委員 いわゆる取立屋に頼んで厳

しい取り立てをしてください、県がそういう

ことをしたっていうのは問題でしょうから、

そういうつもりじゃありません。今、非常勤

の方は、もっぱら専従、生活保護関係のとい

う、それとも横断的にほかの未収金全部やら

れるとか。 

 

○吉田社会福祉課長 うちの課の人は、うち

の課の専従。 

 

○松田三郎委員 だけ。 

 

○吉田社会福祉課長 はい。家庭福祉課のほ

うにも置いています。 

 

○冨永子ども家庭福祉課長 子ども家庭福祉

課におきましても嘱託員を置いておりまし

て、債権回収嘱託員としてお仕事をお願いし

ております。例えば、朝早くだとか夜の時間

帯だとかというところで、電話をしたり訪問

したりということで活動していただいており

まして、徴収困難なものとして福祉事務所か

ら上がってくる案件だとか、ちょっと広域的

にまたがって債権を持っていらっしゃる方だ

とか、そういう方に対して対応していただい

てまして、現在、54人ぐらいの対応をしてい

ただいております。児童扶養手当と母子父子

寡婦福祉資金貸付金のうちの54件ぐらいの対
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応をしていただいているということで、非常

に成果が上がっていると思っております。昨

年度につきましても、年間160万相当の徴収

金額を上げてもらっています。 

 

○松田三郎委員 わかりました。 

 基本的には各課で嘱託なり非常勤なりされ

たほうが効率がいいんですかね、それとも同

じような債権額、それとも横断的に、部でも

うずっとどの課の分もやったほうがいいの

か。 

 

○古閑健康福祉部長 松田委員の御指摘です

けれども、今、先ほど、社会福祉課といわゆ

る家庭福祉課で、大体この健康福祉部の未収

金の９割ぐらい。ですから、もう要は２課で

嘱託員を置いて専門的な対応をさせていただ

いていますので、実質、ある程度もう部全体

も対応しているような状況にあるかと思いま

す。 

 

○城下広作委員 主に２課と言われましたけ

れども、もともと、貸し付ける目的、対象者

は質が違うもんだから、回収する、頼まれた

人がそこをよく理解しとかないと、全く取れ

ばいいという仕事の位置づけでいくと、貸し

ていく内容がよく違う、また、対象者も違う

わけだから、そこはよく区別つけないと、ど

がんかすると、取ればいいというふうに先走

ってしまうというか、そこはちょっと用心も

必要になるでしょう。配慮していただかない

と。取る側も、しっかりした、寡婦の分と

か、生活保護の分とか、生活支援の分とか、

ちょっと若干違うからですね、よくその辺

は、当然考慮されているんでしょうけれど

も、細心の注意が要るかなというふうに思い

ます。関連でした。 

 

○冨永子ども家庭福祉課長 回収員につきま

しては、私どもの案件につきましては、ひと

り親が重点的といいますか、ひとり親家庭の

貸付金になりますので、とてもよく回収員に

ついては理解をしていただいているのかなと

いうふうに思います。厳しく取り立てるとい

うよりも、何度も行って、理解して、納得い

ただいているということで進んでいるという

ふうに考えております。 

 

○小杉直委員 ２～３点いただいて。 

 最初、部長にお尋ねですが、部長の説明書

の２ページかな、リーフレットの「子供が欲

しいと思っているあなたへ パートナーと始

める妊活について」作成し云々と書いてある

ですが、３月に市民講座を開いて制度の周知

を行いましたということですが、たまたまき

のう、不妊治療をされた御婦人が私の事務所

にいらっしゃったのですが、結果的には成功

しなかったわけですけれども、この妊活とい

うことの言葉というのは県民には広がりつつ

ありますか、どうですかな。 

 

○古閑健康福祉部長 正直、まだまだだと思

います。ただ、子供が欲しいと思っていらっ

しゃる御夫婦等については、それぞれ非常に

関心を持って、いろんな情報をとられなが

ら、それぞれで、できる範囲の対応をなさっ

ているというふうに思っています。 

 

○小杉直委員 わかりました。特に、やっぱ

り４月には地震もあって、この問題はちょっ

と影を潜めたかもしれぬですけん、県民の皆

さんに広がるように、今後とも取り組みをよ

ろしくお願いしときますね。 

 次に、23ページ、高齢者支援課長、この老

人福祉施設費の中の一番下に看取り空間整備

支援事業500万というふうになっております

が、近年はこの事業費はどのくらいですか、

大体。 

 

○谷口高齢者支援課長 高齢者支援課でござ
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います。 

 この看取り空間整備支援事業につきまして

御質問であったかと思うんですが、こちらに

つきましては、27年度の事業としまして、５

施設実施しております。特養が１カ所、老健

が４カ所でございまして、１カ所100万円を

補助しております。 

 以上でございます。 

 

○小杉直委員 それならば、予算の配分につ

いては、支援金も配分するということで、こ

の空間整備支援事業というのは、そのような

事業が大体これの事業ですか。 

 

○谷口高齢者支援課長 これは、施設におい

て看取りをする看取り室を整備するといいま

すか、そのために改修をするというその事業

でございまして、まあ、27年度はその５施設

分の計上となっております。 

 

○小杉直委員 現実は、看取りする人口とい

うのは、もうふえる一方でしょうたいな。超

高齢化社会の中ですもんね。だけん、この

500万ということが適当かどうか、また、全

体的な予算の中での考え方ですけんね、これ

を、これだけをどうこうというふうなことは

でけぬでしょうけれども、念のため、お尋ね

しました。 

 それから、47ページ、子ども家庭福祉課長

に質問しますが、３段目に児童自立支援施設

等への児童の措置受託に伴う熊本市からの委

託料云々と書いてありますが、4,400万余ふ

えていますね。これは、熊本市措置児童の入

所が見込みより多かったということですが、

この中身はどういう大体内容ですか。 

 

○冨永子ども家庭福祉課長 こちらは、県立

清水が丘学園の児童の措置に係る負担金なん

ですけれども、こちら、熊本市が政令市にな

りましたときに、熊本市も独自にこの自立支

援施設を持つ必要があったのですが、県立の

施設として既に清水が丘学園がございました

ので、清水が丘学園に熊本市の児童も措置す

るということで、熊本市から委託料を県のほ

うにいただくという形になって、これは歳入

でございまして、熊本市からいただくお金と

して5,400万の委託料を予算化したものでご

ざいます。 

 平成26年度は、12人の児童に対して、県が

９、市が３の割合で、市の児童の数が少なか

ったものですから、26年度の実績に応じて予

算を立てました。ふたをあけてみましたら、

27年度の実績は、県が７、それから市が６と

いう児童の実績でございましたので、その

分、市の子供の数が２倍になったということ

で、委託料は大方２倍という形になっている

ところでございます。 

 

○小杉直委員 たまたま、地震の前に、清水

が丘学園にも訪ねていったことがあります

が、結構高いところにあって、古い建物とい

う印象を受けたわけですが、３名から６名に

ふえたというような今お話でしたが、その辺

の予算額は、これで4,400万ぐらいになるわ

けですか。 

 

○冨永子ども家庭福祉課長 はい、そうです

――あ、ごめんなさい。委託料がということ

でございますので、清水が丘学園自体の運営

費は、これとはまた別に、これは委託料の収

入になります。全体を動かすお金としては、

済みません、もう少し大きな額になります。 

 

○小杉直委員 委託料でよかですよ。 

 

○冨永子ども家庭福祉課長 清水が丘学園の

運営費といたしましては、措置費の全体でい

いますと、27年度は7,000万円で動いており

ますので、運営費は。済みません……。 
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○小杉直委員 いいですよ。ふえた人数で大

体わかりましたので、それで結構です。 

 

○冨永子ども家庭福祉課長 後で、済みませ

ん、御報告申し上げます。 

 

○小杉直委員 10ページ、これは、健康福祉

政策課長でもどちらでもいいわけですが、保

健環境科学研究所から、きょうお見えになっ

ておりますか。 

 

○野尾健康福祉政策課長 きょうは参ってお

りません。 

 

○小杉直委員 なかなか私は、これは、この

予算とか運営費を見ながら感じたわけです

が、毎年、この程度の似たり寄ったりの予算

と思いますけれども、厚生委員会には案内し

ていますかな、ここの職員幹部は。 

 

○野尾健康福祉政策課長 してないです。 

 

○小杉直委員 私は、いろんな考え方あるで

しょうけれども、時々は、ここの職員の代表

者クラスでも呼んで、この決算委員会を含め

た委員会に出席していただいて、委員たちの

関心というものを直接に感じていただきたい

なというのが、なかなかここには御縁がなく

て、議員たちが行く機会というのは少ないん

ですな。私自身も、ずっと以前に一遍ちょっ

と行ったぐらいなもんですからね。これはま

あ要望にかえておきますが、まあ、一応検討

してみてください。 

 ありがとうございました。 

 

○池田和貴委員長 小杉委員、多分、こうい

う保健環境科学研究所の方に来ていただくと

かいう形になりますと、もしかすると、こち

らから参考人として来ていただくような形で

ないと呼べないかもしれないですね。一回私

も委員会でそういったことやったことありま

すけれども、そのときには、事前に議会事務

局のほうと相談されとったほうがスムーズに

いくかもしれないと思います。 

 

○小杉直委員 じゃあ、今委員長がおっしゃ

いましたので、委員長とおたくたちと話し合

ってから今後の対応を考えてもらうと結構で

すが。 

 

○西岡勝成委員 ２点ほどお尋ねしたいと思

います。 

 まず、87ページの健康長寿推進事業です

が、本県は、平均寿命と健康寿命の差がかな

りあって、平均寿命は全国３位、４位。する

と、健康寿命が全国23位になるんですけれど

も、そのためにいろいろな事業を進めておら

れますが、いろいろと私たちが拝見すると、

ちょっとしたことで病院に入院されて、もう

入院するということは、もう足腰がかなり弱

って早いんですね。それで、そのまま寝たき

りになられる方が非常に私はもう多いと思い

ます。 

 この前、テレビ見てたら、ストレッチをし

て、全然動けぬだったお年寄りがまた元気に

なって歩き始められたとか、ああいう要する

に健康寿命を延ばすためには足腰を鍛える、

食も問題、もちろん病院の中におられると、

食はちゃんとやっておられると思いますけれ

ども、もうちょっとストレッチとか運動機能

をさせる、もちろん日々の訓練というのが物

すごく必要じゃないか。その辺がちょっと、

老人施設にしても、病院にしても、ストレッ

チでもう一回お年寄りを元気にする、足腰を

しっかりさせるという体制づくりが、健康寿

命と平均寿命を縮めさせるため、非常に必要

と思うんですけれども、その辺のウエートと

いいますか、病院内、特に高齢化で病院も高

齢者が多いし、老人施設はもちろんですけれ

ども、そういうストレッチとかそういう運動
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機能をもうちょっと回復するための戦略とい

うものは、ぜひこの健康寿命を増進させるた

めに必要と思いますけれども、その辺はどう

取り組んでおられるか。 

 

○坂本健康づくり推進課長 委員がおっしゃ

いましたように、熊本県は、平均寿命のほう

はいいんですけれども、全国４位。健康寿命

のほうが21位ということでございまして、や

はりこの差をどう縮めるのかというのが課題

だというふうに思っております。 

 まず、一般的な健康づくりの運動としまし

て、26年の７月からスマートライフプロジェ

クトということで、一応運動ですとか、食事

ですとか、健診を受けましょうとか、一応６

つのテーマで進めておりますが、その中の一

つとして、運動をしましょうというのを１つ

入れております。施設に限らずなんですけれ

ども、モデル事業としてそういった取り組み

について、委託等で若干資金的な支援をし

て、モデル事業としてやっていただいて、そ

れの効果について広く啓発していく、そうい

う事業を進めておるところでございます。 

 いろんな施設、病院とか老人施設になりま

すと、また、それぞれのテーマ等があるかと

思いますけれども、広く当課としては、そう

いう６つのテーマのうちの一つで、運動につ

いては大変重要であるということで取り組ん

でいるところでございます。 

 

○西岡勝成委員 まあ、天草でも、ハイヤを

レコーディングして、それで体操をされてい

るようなこと、保健所がやっているんですけ

れども、やっぱりみんなでやらないと、なか

なか続かないんですね。地域で、例えば、あ

る意味競争させるような感じで取り組まない

と、なかなか、誰かが、リーダーがおってや

らないと、毎日体操やったり、そういう日々

も、戦略といいますか、やり方が必要なん

で、もうちょっと呼応していかないと、多分

ハイヤでやっている人、そんなにいないで

す、私の聞いた範囲で。つくりはしたけど。 

だから、やっぱり地域の、もうちょっと老人

会とかそういうものと連携をしながら、ふだ

んから地道な活動が必要と思いますけれど

も、やはり寝たきりになると、もうこれはみ

んな保険料もかかるし、いろいろ社会保障費

もかかってくるわけだから、ここを何か工夫

することによって、熊本県の元気力というの

は大分差がありますから、努力すればするほ

どその差が縮まるわけで、この辺は、ぜひ県

民挙げて、今の取り組みを見ながら、強力に

進めていただきたいと思います。 

 

○坂本健康づくり推進課長 わかりました。 

 

○西岡勝成委員 福祉施設関係で、いろいろ

不祥事が、よく我々も新聞で見て、免許取り

消しとか、いろいろあるんですけれども、や

はり経営センスというのももちろん病院も福

祉も必要だと思いますが、やはり出発点、福

祉の出発点という心を忘れて、ただ金もうけ

主義にいかれるところがそういう事例が多い

と思うんですけれども、やはりそういう――

ことしあたり、どうですか、そういう監査と

か、それで指摘された施設というのはどのぐ

らいありますか。 

 

○谷口高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 私の課のほうでは、介護サービスの指定事

業所の指定でありますとか、あるいは指導、

あるいは監査等において、そういった指摘等

もしているところでございますが、済みませ

ん、今手元に、ことし何件、実際そういう指

摘をやったかというのはちょっと手元にござ

いませんけれども、実際、まずサービス事業

者を指定いたしますと、最初に、実地指導と

いう形で入りまして、実際現場に行って、ま

あ、そういう不適切な運営がなされてないか
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どうか、ちゃんと介護保険法にのっとったル

ールでやっていただいているかどうかという

のを確認する作業をやっておりまして、その

ときに、余りにも見過ごせないひどい状況で

ありましたら、その後、指導じゃなくて監査

ということに切りかえるような形にしており

まして、監査をやりまして、その中でまた、

余りにも不正請求とか、ちょっと悪質な状況

がございましたら、最終的には取り消し処分

とかそういったこともやりますけれども、ま

ず、改善勧告とかそういったものをさせてい

ただいて、改善措置を求めて、それが正しく

なされることをやっていただくと。ただ、余

りにもひどいような不正請求とかございまし

たら、その場合は取り消しをやるということ

で、本年度におきましては、８月に居宅介護

支援事業所の取り消しを１件させていただき

まして、また、年度をまたがりますけれど

も、３月から４月にかけまして、３事業所の

指定の取り消しをさせていただいたところで

ございます。 

 

○西岡勝成委員 私たちも厚生常任委員会で

行ったときに、福祉施設、こんなふうに取り

消しまでされるような悪質な事例があるのか

なと。私たち信じとった、逆に。福祉をされ

る方々だからというあれでやったんですけれ

ども、意外と、新聞見ても、何見ても、そう

いう事例が結構世の中にあるということに驚

いたんですが、やっぱりそういうことが起こ

らないために、ふだんからやっぱり福祉とい

う――前は、例えば、病院の先生とか、お寺

さんとか、そういう結構福祉に関係のある方

々が福祉をされた事例が多かったんですけれ

ども、今は、普通商売されている、割とそう

いう理由からされている部分があるんで、や

っぱり出発点が、福祉に対する出発点が違う

と思うんですね。その辺はやっぱりふだんか

ら、そういう講習といいますか、福祉に対す

る考え方とかきちっとしとかないと、やはり

金もうけ主義的に走っていくと、そういう間

違いになって、また、これも経営者ばかりで

なくて、福祉に、そこに入っておられる方々

も非常に大きな影響を与えるわけですから、

ぜひその辺の指導をふだんからしていただき

ますようにお願いします。 

 

○谷口高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 介護サービスの指定事業所に関しまして

は、まず指定の段階で、介護保険法の理念で

ありますとか趣旨とか、そういったものをし

っかり理解をしていただきますようにこれか

らも努めていきたいと思いますし、年に１

回、全事業所を集めまして、集団指導という

形で、講義形式でそういった皆さんを集めて

指導をやっておりますので、そういったとこ

ろで、しっかりとまた介護保険法の理念であ

りますとかそういったものについては、しっ

かり対応していきたいというふうに思ってお

ります。 

 

○池田和貴委員長 今、西岡委員のほうから

指摘がございましたが、谷口課長のほうから

お答えをいただきましたけれども、その他の

課でも、やっぱり所管をされている法人があ

るんだと思うんですね、監査をしたりとか。

そういったところは、しっかりと監査をして

いただくようにお願いをしたいというふうに

思います。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 

○岩中伸司委員 36ページ、生活保護の関係

でちょっとお尋ねしたいんですが、未収金の

努力はしっかりされているということで、今

少なくなっている、大変苦労されているんで

すけれども、現状が、実際保護を受けられて

いるというのが２万世帯ちょっと、それから

２万7,000人ぐらいが対象ということです

が、これは、ほとんどその数からいけば、ひ
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とり生活者が圧倒的に多いように思うんです

ね。この生活保護受給者の場合に、非常に高

齢になったりとかというのが多いと思うんで

すが、そうじゃない比率はどれくらいいらっ

しゃいますか。元気で働けるような状況、ま

あ、そんな人はいないと思うんですが。 

 

○吉田社会福祉課長 社会福祉課です。 

 県全体の最近７月段階での数字で申します

と、県全体の世帯数が２万300世帯なので、

保護人員が２万7,000人弱ぐらいです。その

うち、高齢世帯が過半数を占めております。

いわゆるまだ働けるような世代、その他世

帯、これが大体１割５分ぐらい、15％ぐらい

です。 

 

○岩中伸司委員 いろんな取り組みの中で自

立支援プランというか、これで自立をするよ

うな方向で努力がされている部分ですが、そ

れでいけば、この成果の部分で書いてある、

例えば自立支援プラン推進事業で、27年度、

相談支援実績が17人とか、県全体では63人と

かということ書いてあるんですが、実際、そ

ういう生活保護の人たちで、そういういわゆ

る15％ぐらいの人たちで、自立をしていくと

いうのがなかなか思うようにいっていないよ

うですけれども、そこはどんな状況ですか。 

 

○吉田社会福祉課長 社会福祉課ですけれど

も、先生が今ごらんになっているプランの成

果の資料は、生活保護のほうの数字ではござ

いませんで、前の段階の生活困窮者の方に対

する支援の数字ということで出させていただ

いています。 

 お尋ねの生活保護のほうの、例えば就労支

援とかそういった状況についてお話をします

と、例えば就労支援であるならば、昨年度実

績で280人ぐらいの方がその就労支援のプロ

グラムに参加されています。どういった形で

やっているかというと、ハローワークのほう

でそういう事業にかたっておられる場合だっ

たり、県のほうでやっている被保護者就労支

援事業と申しまして、県のほうで雇い上げて

いる就労支援員さんによって支援していると

いう２通りあります。ハローワークのほう

は、どっちかというと、ある程度就労に向け

て準備ができているような人、うちのほう

は、まだちょっと多少引きこもりがちという

ような、手が要るような人が対象になってい

まして、そのうち、約３割から４割ぐらいが

就労につながっているというような状況にな

っております。そういったところです。 

 

○岩中伸司委員 その場合には、庁内で連携

している課とかはありますかね。 

 

○吉田社会福祉課長 ちょっと特にはないん

じゃないかな。出先のほうでやっていますけ

れども、ハローワークとかとは連携していま

すけれども。 

 

○岩中伸司委員 実は、そういうケースを幾

つか聞いているんですけれども、働ける状態

の人たちは、やっぱり働いて自立していくと

いうのが基本と思いますので、そういう方向

の努力をしていく必要があるなというふうに

思います。現実は、ずっとそれでも生活保護

受給者というのはふえてきているんですね。

これは確かに、今の世の中が格差が拡大して

貧困が進んでいるので、そういう状況もある

かとは思いますけれども、ぜひやっぱりここ

ら辺、自立をするような促し、今努力されて

いますけれども、一層頑張っていただきたい

というふうに思います。 

 

○早田順一委員 主要な施策の成果の57ペー

ジですけれども、地域医療の整備で、医療施

設耐震化整備体制の推進ということで、こと

し、熊本地震が発生して大きな被害をもたら

したわけですけれども、ここには、救急医療
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機関１病院、精神科救急医療機関１病院の計

２病院の整備に対する助成を実施したとあり

ます。今、基金も設置をされていると書いて

ありますけれども、あと、必要となるこうい

う整備が、どれぐらいあるのかということを

聞かせてください。 

 

○松岡医療政策課長 県内の病院等の耐震改

修の状況でございますが、県内のいわゆるこ

の災害拠点病院、医療圏ごとにあります中核

的な病院は、ほぼ終わっております。ただ、

病院全体と、214あるんですが、これで見た

場合には、62％程度ということになっていま

す。 

 一応、今年度、こちらのほうにあります国

の耐震化の基金、今年度までの事業というこ

とで、整備を進めておりますが、やはり今回

の熊本地震で耐震化に対するいわゆる安心で

きる病院というのは非常に関係者からも御要

望も出ていますので、国のほうに、制度ある

いは予算の存続等についても、今働きかけ、

要望等をいたしているところでございます。 

 

○早田順一委員 62％ということで、恐らく

今回の地震で耐震化というのは進んでいると

思います。 

 あと、もう一つが非構造物ですね、天井と

かの特定天井の落下防止といいますか、耐震

化については、この間、ちょっと一般質問さ

せていただいたんですけれども、国のほうか

ら県のほうに、その非構造物の耐震化につい

て整備をしなさいよという通達が来て、土木

部でそれを受けて、それぞれの課に恐らくお

願いはしてあると思うんですけれども、その

辺の、何というか、こういう病院、ここには

２病院の整備に対する助成ということでされ

ていますけれども、そういう特定天井の耐震

化というのも含まれているんでしょうか。 

 

○松岡医療政策課長 済みません、ちょっと

承知をしておりませんので、後ほど調べてか

らということでよろしいでしょうか。 

 

○早田順一委員 はい。 

 それと、今度は説明資料の22ページなんで

すけれども、先ほど、ちょっと西岡先生から

老人クラブの話が出たんですけれども、地元

に限ってなのか、県全体なのかわかりません

けれども、老人クラブが、うちあたり減少し

ているんですね、会員数が。それが山鹿だけ

のことなのか全体的なことなのかをちょっと

教えてもらいたいことと、それと、その助成

というのは、市町村に出されているのかなと

いうふうに見えますけれども、その市町村と

の連携というか、そういう老人クラブ等の活

発な活動するための取り組みとかそういうの

をされているのかどうか、ちょっと聞かせて

ください。 

 

○谷口高齢者支援課長 老人クラブの状況で

ございますけれども、ちょっと今すぐデータ

が手元にございませんけれども、老人クラブ

の会員数、あるいは老人クラブ数は減少傾向

にございます。 

 後ほどちょっと資料を確認しまして、ま

た、数字のほうは委員長の了解を得まして、

また御説明させていただきたいと思います。 

 そして、活動につきましては、そちらに単

位老人クラブ活動推進事業、あるいは県、市

町村老人クラブ連合会活動推進事業というも

のをここに掲げておりますけれども、県の老

人クラブ連合会、あるいは市町村のそれぞれ

の老人クラブ連合会に対しまして補助する事

業を通じて活動の活性化も図っております

し、また、ここに書いております単位クラブ

活動推進事業といいますのは、それぞれの個

別の老人クラブのほうに補助をする事業でご

ざいまして、これを通じまして、老人クラブ

の活動の推進を図っているところでございま

す。 
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 以上でございます。 

 

○早田順一委員 原因はよくわからぬとです

が、その減っている原因はですね。ただ、こ

ういう老人クラブの中でいろんな活動をする

ことによって寿命も延びると、健康寿命も延

びていくというふうに思いますので、しっか

り市町村とその辺の取り組みを行っていただ

ければと思います。 

 

○池田和貴委員長 ほかに。 

 

○松田三郎委員 健康づくり推進課にお尋ね

します。 

 資料でいいますと、87ページの、これは別

に不用額はないと思いますが、歯科保健推進

事業、この中で、施策の成果を見ておりまし

たら、虫歯予防対策事業、例の歯及び口腔の

健康づくり推進条例、これはかなり自民党も

頑張ってつくったつもりでありますが、当時

県の歯科医師会の先生方とも何度となく意見

交換をしたり、あるいは実際御苦労いただく

であろうということで、学校の養護教諭の先

生方にも数多くお集まりいただいて意見を聞

いたりとかいうようなことで進めてまいりま

した。といいますのも、その前後ぐらいだっ

たと思いますが、熊本県が、何歳児で虫歯の

保有数とか保有率とかいうデータが全国ワー

スト２か３かというぐらいがありまして、特

に、県内の市町村別でもありましたけれど

も、私が住んでおります錦町がその中でも一

番悪かったというのもありまして、これは何

とかせにゃいかぬだろうということで、たし

か、佐賀県かどっかが、フッ化物の塗布や洗

口を始めて、数年間で非常に効果を出したと

いうこともあって、そういう取り組みを進め

てまいりました。 

 それで、その後も、しばらくはフォローし

ていたつもりではありますが、あれは、例え

ば定期的に国のほうでとかあるいは県独自と

か、そういう順位なり本数、数字なり、そう

いうデータはとられているものなんですか

ね。 

 

○坂本健康づくり推進課長 毎年データとっ

ておりまして、最新といいますか、最近把握

している状況では、１歳６カ月児の虫歯保有

率は全国で44位、３歳児の虫歯保有率は全国

で42位、12歳児の１人平均の虫歯本数は全国

で45位でございます。 

 委員がおっしゃいましたように、全国の順

位としましては、当時と比べてまだぐっと底

上げになっているという状況ではございませ

んが、フッ化物洗口の取り組み状況は、この

28年３月の時点で、小中学校における実施率

が96.7％、もう少しで全小中学校で実施の見

込みでございます。 

 フッ化物洗口に取り組み始めました学校

は、大体７割が26年度ぐらいからということ

でございまして、フッ化物洗口の効果があら

われるのが、まあ２～３年と言われてます

が、この県全体がぐっと上がってくるのは、

３～４年ぐらいはかかるかなと思ってます

が、早くから取り組んでおります市町村につ

いては、もう目に見えて効果が上がっており

ますので、必ずやこの順位は上がってくるも

のというふうに確信をしております。 

 

○松田三郎委員 全くおっしゃるとおりで、

これは、現在で44市町村で取り組んでいらっ

しゃる、熊本市を除いて全市町村だと思いま

す。ただ、おっしゃるように、市町村では取

り組んでいても、学校とか幼稚園、保育園を

入れると、もちろん小中学校で96.7％とおっ

しゃいましたけれども、ある町は取り組んで

いるけれども、町の中の全ての学校が取り組

んでいるかどうかというのはまた別でしょう

し、おっしゃるように、小学校、中学校で既

に虫歯があるならば、それ以上ふえない効果

はあるにしても、その就学前、幼稚園、保育
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園でももっと取り組んでいただかぬと、全体

の、まあ順位だけではありませんけれども、

数値もよくならないんだろうと思っておりま

す。 

 ただ、順位だけでは、おっしゃるように、

私たちがちょっと危機感を持った順位と余り

――44位とか42位とか45位、まあ、多分全国

的によくなってて、順位はそれだけれども、

その率なり本数は下がってきているんだろう

と思いますし、さっきおっしゃったように、

効果が出るのが、あと２年、３年、４年たっ

てからということもあるんだろうと思ってお

りますので、こればっかりは学校だけじゃな

くて、さっき言いましたように、いろいろな

保護者でありますとか、教育委員会のほうを

通じて学校現場にいろいろ協力をしていただ

いておりますので、ぜひ保護者にも同意して

いただいて、１つの学校だったら全員がと

か、あるいは１つの学校だけでやっているん

だったら、その自治体の全部の学校がみんな

取り組んでいただきたい、そういう取り組み

も県のほうとしても続けていただきたいと思

います。 

 もう１つ、いいですか。 

 似たようなといいますか、奥山課長、済み

ません、この不用額の話じゃございません

が、多子世帯の、例の３歳未満児の保育料無

料化。これまた、県の保育協会初め保育団体

と毎年のようにいろいろ懇談をさせていただ

く中で、県の保育協会、あるいは協議会もそ

うでしょうけれども、の中で、なかなか全体

というわけにはいきませんけれども、幾つか

の保育園で御協力いただいて、保護者の方々

にアンケートを定期的にとっていただいてお

ります。例えば、この制度を知っていますか

というと、毎年認知度は確かに上がっている

ようでございます。実際、ほかの事業のよう

に、ほかの要因もあってふえたということも

あるでしょうし、なかなか、分母があんまり

大きくないと、ちょっとふえただけで合計特

殊出生率も上がってしまうというようなこと

もあるかもしれませんが、確実に現場の保育

園の園長先生とか保育士さんたちからする

と、この政策の効果は確実に目に見えてある

ように実感しておりますというような話をよ

くおっしゃいます。 

 さっきの虫歯と一緒でございますが、これ

は、例えば全国の合計特殊出生率はたしか５

番目ぐらいですか。市町村の中でも、熊本県

は、さっきの話のように、人口が少ないとこ

ろは比較的ぽっと上がりやすいこともあるん

でしょうが、球磨郡の２つか３つかは、全国

でも10番前後とかいうのもあるようでござい

まして、これは県のほうではどうですか、こ

の、ちょうど課長の先輩の矢田貝課長のころ

に御協力いただいて始めて――ちなみに、私

の一般質問で潮谷知事が答えられて始まった

のではありますが、これは確実に効果がある

というような御判断なのかどうか、お聞きし

たいと思います。 

 

○奥山子ども未来課長 県のほうで実施して

いる第３子以降の３歳未満児の保育料無料化

について今御質問いただきましたが、子育て

家庭、それから保育関係者の大方も強く御要

望いただいておりまして、やはり国のほうの

データも見ますと、なぜ子供を持たないかと

いう理由として、経済的負担が多いからとい

うことが常に上位に上がってまいります。そ

ういった意味でも、この保育料を無料化して

いくということが、少子化対策という意味で

確実に効果はあるのではないかというふうに

思っております。 

 現在、この保育料無料化の対象の拡大につ

いて、４カ年戦略、予算のほうにも含めて記

載させていただいておりまして、まあ、対象

拡大には多額の財政負担を要するというとこ

ろもございますが、国に要望もしていくとと

もに、県としてもさらに取り組んでまいりた

いというふうに思っています。 
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○松田三郎委員 決算委員会ですので、そこ

まで言うのやめようと思って――ちょうど課

長おっしゃったように、私どもも、保育団体

の強い要望で、その対象を未満児だけじゃな

くて、４歳、５歳というと、必然的に幼稚園

であるとか、あるいはこども園とか、そうい

うところも対象になる。第３子以降だけじゃ

なくて、第２子ぐらいまで広げてもらうと

か、それと、おっしゃるように、今、２億ち

ょっとぐらい。これが、当時ですよ、当時１

億ちょっとの予定が今２億になっております

が、これで幼稚園もやると、さらに倍、３倍

ぐらいかかります、大分当時の課長におどさ

れて、我々も今おとなしくしておりますが、

今４カ年戦略という話もありましたので、ま

あ、いずれは正式にまた対象を広げていただ

く――熊本が先んじてやって、しかも効果が

上がったとなると、まさに、この少子化だけ

ではなくて、地方創生等々にも資するわけで

しょうから、いずれまた正式にお願いをやろ

うと思って、きょうは要望だけにします。 

 

○池田和貴委員長 ほかに。 

 

○松野明美委員 障がい者支援課にお尋ねし

ます。 

 施策の成果の42ページの真ん中あたりなん

ですけれども、ことしの１月、年明けの１月

７日に、県庁の地下の大会議室ですかね、障

害者の福祉施設の商品展示会がありまして、

私も１時間ほどお伺いしたんですが、全体的

に、ここでは来場者613人と書いてあったの

で、多分お昼から人が多くなったのかなと思

うんですが、関係者だけで、ちょっと少ない

のかなというイメージがありました。 

 その次の平成28年２月19日から３日間、ゆ

めタウンの光の森で販売会があっているよう

ですが、光の森のどこの場所で、３日間でど

れくらいの売り上げがあったかわかります

か。 

 

○井上障がい者支援課長 ゆめタウン光の森

は、合志市のゆめタウンでございますか。 

 

○松野明美委員 あ、合志市。菊陽ではなく

て……。菊陽ですね。 

 

○井上障がい者支援課長 失礼しました。菊

陽だそうです。申しわけありません。合志市

だと思っておりました。 

 

○松野明美委員 中の場所はどこであったの

かということ。 

 

○池田和貴委員長 光の森の場所のどこかと

いうことですね。 

 

○井上障がい者支援課長 場所は、１階でご

ざいます。 

 

○松野明美委員 売り上げは。 

 

○井上障がい者支援課長 売り上げと来場者

というのは、ちょっと今手持ちがございませ

んので、後ほど調べましてお答えしたいと思

います。 

 

○松野明美委員 ゆめタウンのような人が多

いところにそういう展示会とか販売会がある

と、本当に当事者の方たちもうれしいと思う

んですが、私のイメージだと、なかなか売り

上げにつながってないのかなと。キャンドル

とかクッキーとか売ってありますが、何かな

かなか売り上げが増加してないし、人は多い

んですが、売り場に来ていただく人の数とい

うのは、やっぱり見ていると少ないのかなと

いうイメージがどうしてもあるものですか

ら、できれば、そういうような支援という

か、応援、そしてまた、声かけをぜひ、せっ
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かくですから、やっていただければうれしい

なと思います。 

 

○井上障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 マスコミを通じて広報したりとか、委員お

っしゃるように、ニーズとシーズがマッチン

グしていないようなところもございますの

で、よりニーズの高い商品の開発とかそうい

ったものについてもアドバイザーを入れたり

してやっておりますので、引き続き取り組み

をしていきたいと思っております。 

 

○城下広作委員 16ページの例の肝炎治療の

医療費助成の申請が見込みより少なかったと

いうふうにあるんですけれども、治療の分に

は、対象者の何か条件か何かもあってそうい

うふうに少ないのか、治療したらいいけれど

も、自分は控えているというそういう傾向な

のか、ちょっとその辺が何かわかるでしょう

か。 

 

○岡﨑健康危機管理課長 肝炎治療費の医療

費助成の不用額が生じておりますが、これに

つきましては、昨年９月にＣ型肝炎というも

のの新しい治療薬が出まして、その月が非常

に申請が多くございました。その後、また12

月も別の新薬が出まして、非常にまた27年度

伸びるというふうに見込んでおったんです

が、当初の９月の伸びほどその後伸びません

でございまして、そういう関係で不用額が生

じております。 

 今年度につきましては、昨年を上回る形で

全体的には伸びておりますので、そういった

予算措置は今年度とっておりまして、これで

まあ十分に足りる、とんとんでいくんじゃな

いかというふうな予測をしております。 

 

○城下広作委員 先ほど言われたように、

今、コマーシャルでも積極的にＣ型肝炎のこ

とを呼びかけて、新薬ができましたというこ

とを呼びかけているということは非常に大事

なことで、重症化すると結果的に医療費が増

大するということと、いわゆる重篤になると

いう確率が高くなるんですね。かなり改善を

するというようなデータなんかもばんばん出

てきていて、私は、関係される方は積極的に

やられたほうが結果的には重症化を防ぐとい

うふうに結びつくんじゃないかと思いますの

で、後押しといいますか、そういうことをし

っかりやっぱりされたほうが、結果的には負

担としても軽減できるんじゃないかと思いま

すので、しっかり取り組まれたほうがいいと

思いますので、要望しておきたいと思いま

す。 

 

○髙野洋介委員 高齢者支援課にお尋ねしま

すが、施設開設準備事業が16件ありますね。

その繰越事業で介護基盤緊急整備事業が11件

あります。計27件が繰り越しなんですが、そ

れぞれ昨年度の予定で大体何件中の、最初の

やつは16件繰り越しがあったのか、次も何件

中11件繰り越しがあったのかをお聞きしたい

のですが。 

 

○谷口高齢者支援課長 済みません、ちょっ

と今手元に資料ございませんので、すぐまた

調べまして御報告させていただきます。 

 

○髙野洋介委員 大変そこが重要だと思いま

す。全てにおいて不測の日数を要したとかと

いうことなんですが、そもそも、何月に発注

するかによって、恐らく年度末の工期だと思

うんですが、年末ぐらいに発注されても建物

は建たぬとですな。ですから、そもそも、構

造的に問題があるのかというのをやっぱり研

究しなければいけないんじゃないかなという

ふうに思っています。その割合が高ければ高

いほど構造的な問題、私は大きくあると思い

ます。 
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 そこで、現場なんですけれども、現場で言

うと、市町村から相当なプレッシャーがあっ

て、もう絶対年度末に終わらせてくださいと

いうような声も市町村からはかかります、現

場に。ということは、現場で相当苦労しなが

ら突貫に近い形で仕事をされると非常に危険

性も伴ってきますので、そこも踏まえて、あ

る程度の工期を持った中で最初の始まりから

していかないと、この改善にはつながらない

というふうに思うんですね。 

 今年度の話をしたらいけないんだと思いま

すが、今年度も恐らく同じ事業があると思い

ます。その中で、熊本地震の影響で、恐らく

業者さんが不足する、下請が不足する、協力

会社が不足する、専門業者が不足するという

ことで、これが増して、もっと多くなるんじ

ゃないかなというふうなところもございます

ので、そこをある程度考えながら今後やらな

いといけないんじゃないかなと思いますの

で、あとはまた数字がわかった時点で私のほ

うも話をさせてもらいますので、そこはちょ

っと要望しておきます。要望でいいです。 

 

○池田和貴委員長 ほかに。 

 

○岩田智子委員 先ほど松田委員が御質問さ

れたところで、フッ素洗口のことなんです

が、私、ちょっと松田委員とは違う意見を持

っておりまして、学校では必要はないと、家

庭教育の中でやるべきものだと思っています

が、まあ、今いろいろやられているし、検証

をこれから行うということで、それは見てい

きたいなと思っています。 

 ２分の１、市町村、予算が決算されていま

すが、お幾らぐらいですか。 

 

○坂本健康づくり推進課長 虫歯予防対策事

業の補助事業の決算額ということでよろしい

でしょうか。 

 

○岩田智子委員 フッ素洗口の、44市町村で

２分の１助成をしたというのが書いてありま

すよね。 

 探していらっしゃる間に、先ほど45位と言

われましたけれども、１位が、虫歯が何本

で、45位である熊本県が、今虫歯何本です

か、12歳児で、わかれば。 

 

○坂本健康づくり推進課長 12歳児の１人平

均虫歯の本数ですが、１位が新潟県で0.4本

でございます。熊本が1.4本でございます。

全国の平均が0.9本でございます。 

 お待たせしました。 

 市町村への補助事業の決算が1,488万4,000

円でございます。 

 

○岩田智子委員 それは、市町村に1,400万

円、それは全部学校で使われたということで

すか。 

 

○坂本健康づくり推進課長 学校及びフッ化

物塗布という４歳未満含めてでございます。 

 

○岩田智子委員 わかりました。 

 ちょっと意見というか、まあ、きょう、さ

っき言われたように決算なので、今年度どう

なるのかちょっとまた聞きたいところなんで

すが、何か今決算を聞いたときにも、ちょっ

とすぐ出てこないのがあったので、何か私と

しては、毎回言ってますけれども、何かフッ

化物を進めることがもう一番の目標になって

いて、本当は虫歯を予防するという、子供た

ちの虫歯を予防するというのがちょっと二の

次に来ているんじゃないかなというふうな気

持ちがしているので、その辺をきっちり皆さ

んに広めていただきたいなと思います。 

 私も、今ちょうど歯医者に通っていて、久

しぶりに歯医者に通っているんですが、本当

に歯は大事ですよね。8020か、80歳で20本あ

るというのが目標なんですけれども、本当に
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個別の歯科保健というかな、歯科口腔衛生と

いうのがとてもこれから大事になるんじゃな

いかなと思っています。 

 私、現場にいたので、虫歯ゼロの子はすご

くふえています。口をあけた時点で、もう虫

歯がいっぱいの子がいます。もうゼロ本か10

本とか、何かそういう感じで学校の様子があ

るので、そういうところも検証がとても楽し

みなので、私も個別に確かめていきたいと思

っています。 

 ありがとうございました。 

 

○池田和貴委員長 これについては、議員提

案の条例がつくられておりますので、条例に

基づいて、執行部としては、しっかりと虫歯

が減るように努力をしていっていただきたい

というふうに思います。 

 ほかにございませんでしょうか。 

 

○谷口高齢者支援課長 高齢者支援課でござ

います。 

 先ほど老人クラブの会員数等についてちょ

っとお尋ねございましたけれども、済みませ

ん、データが手元に入りましたので、御報告

させていただきます。 

 県内の老人クラブへの加入率でございます

けれども、これは、まず、60歳以上の高齢者

の方の加入率ということでございますけれど

も、これは、平成18年度の数字でいきますと

32.6％、平成26年度では20.9％ということ

で、かなり10ポイント以上の低下がございま

す。また、加入者数でございますけれども、

同じく平成18年度では17万8,791人、平成26

年度では13万4,080人ということで、これも

４万4,000人ほどこの８年間で減少をしてい

るところでございます。 

 御報告させていただきます。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんか。 

 ないようでありますので、私から１点だ

け。 

 収入未済の26、27、障がい者支援課の中

で、平成27年度の収入未済額の状況の中で、

その他で８件、41万2,000円とあります。ま

た、次のページの27ページの収入未済額、こ

れもその他で１件、５万6,000円というのが

ありますが、このその他という理由はどうい

う理由なのか、ちょっと教えてください。 

 

○井上障がい者支援課長 障がい者支援課で

ございます。 

 26ページのその他の８件につきましては、

これは不定期に納入がなされているという方

々でございます。 

 それと、27ページのその他１件につきまし

ては、先ほど説明をいたしましたが、熊本地

震――債権が年度末に発生しまして、通常、

出納整理期間中に納入があれば、それは27年

度の納入ということになるんですが、それが

地震の影響でできなかったというものでござ

います。 

 

○池田和貴委員長 わかりました。 

 じゃあ、26ページのその他８件は、分割納

付中なんだけれども、不定期に分割納付なの

で、その他に入ったということですかね。 

 

○井上障がい者支援課長 そういうことでご

ざいます。 

 

○池田和貴委員長 まあ、よければ、そうい

ったときは、その他があった場合には、やは

り何かわからないので、説明の中でしっかり

としていただくようにお願いをしたいと思い

ます。 

 

○井上障がい者支援課長 承知いたしまし

た。 

 

○池田和貴委員長 ほかにございませんでし
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ょうか。 

  (「はい」と呼ぶ者あり) 

○池田和貴委員長 なければ、これで健康福

祉部の審査を終了いたします。 

 次回の第４回委員会は、10月14日金曜日午

前10時に開会し、午前に環境生活部の審査を

行い、午後から商工観光労働部の審査を行う

こととしておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会します。 

 本日は、御苦労さまでした。 

  午後３時18分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により

ここに署名する 

  決算特別委員会委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


